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１．議事日程 

  〔令和７年第２回安芸高田市議会６月定例会 第４日目〕 

 

                              令和７年６月１３日 

                              午前１０時開議 

                              於 安芸高田市議場 

 

日程第１  会議録署名議員の指名 

日程第２  議案第48号 令和７年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

日程第３  議案第49号 令和７年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

日程第４  一般質問 

 

 

２．出席議員は次のとおりである。（１６名） 

    １番    益 田 一 磨     ２番    佐々木 智 之 

    ３番    熊 高 慎 二     ４番    浅 枝 久美子 

    ５番    小 松 かすみ     ６番    南 澤 克 彦 

    ７番    山 本 数 博     ８番    新 田 和 明 

    ９番    山 根 温 子    １０番    児 玉 史 則 

   １１番    大 下 正 幸    １２番    熊 高 昌 三 

   １３番    宍 戸 邦 夫    １４番    金 行 哲 昭 

   １５番    秋 田 雅 朝    １６番    石 飛 慶 久 

 

 

３．欠席議員は次のとおりである（なし） 

 

 

４．会議録署名議員 

    ３番    熊 高 慎 二     ４番    浅 枝 久美子 

 

 

５．地方自治法第１２１条により説明のため出席した者の職氏名（１６名） 

  市 長  藤 本 悦 志  副 市 長  杉 安 明 彦 

  教 育 長  猪 掛 公 詩  危 機 管 理 監  神 田 正 広 

  総 務 部 長  新 谷 洋 子  総務部政策統括監  佐々木 満 朗 

  企 画 部 長  高 下 正 晴  市 民 部 長  内 藤 道 也 

  福祉保健部長兼福祉事務所長  井 上 和 志  産 業 部 長  小 櫻 静 樹 

  建 設 部 長  佐々木   宏  消 防 長  吉 川 真 治 

  教 育 次 長  柳 川 知 昭  総 務 課 長  玉 井 郁 生 

  財 政 課 長  沖 田 伸 二  政 策 企 画 課 長  黒 田 貢 一 

 



18 

６．職務のため議場に出席した事務局の職氏名（５名） 

  事 務 局 長  高 藤   誠  事 務 局 次 長  國 岡 浩 祐 

  総 務 係 長  日 野 貴 恵  主 事  實 村   崚 

  主 事  波多野 奈 美 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１０時００分 開議 

○石 飛 議 長  定刻になりました。 

 ただいまの出席議員は16名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第１ 会議録署名議員の指名 

○石 飛 議 長  日程第1、会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第86条の規定により、議長において、3

番 熊高議員、及び4番 浅枝議員を指名いたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第２ 議案第48号 令和7年度安芸高田市一般会計補正予算（第１号） 

      日程第３ 議案第49号 令和7年度安芸高田市国民健康保険特別会計補正 

                 予算（第１号） 

○石 飛 議 長  日程第2、議案第48号「令和7年度安芸高田市一般会計補正予算（第1

号）」の件、及び日程第3、議案第49号「令和7年度安芸高田市国民健康

保険特別会計補正予算（第1号）」の2件を一括して議題といたします。 

 本案2件は、予算決算常任委員会に付託されておりましたので、委員

長から審査結果の報告を求めます。 

 児玉予算決算常任委員長。 

○児玉予算決算常任委員長  おはようございます。 

 予算決算常任委員会委員長報告をいたします。 

 6月10日付けで本委員会に付託のありました議案第48号「令和7年度安

芸高田市一般会計補正予算（第1号）」及び議案第49号「令和7年度安芸

高田市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）」の審査結果について

報告をいたします。 

 付託された議案について、6月11日に委員会を開き、審査を行いまし

た。 

 議案第48号「令和7年度安芸高田市一般会計補正予算（第1号）」は、

既定の歳入歳出予算にそれぞれ2億5,668万6,000円を増額し、予算の総

額を199億5,468万6,000円とするものです。 

 補正の主な内容は3点です。 

 1点目は、通常分として、新型コロナウイルスワクチン接種委託料や

認定こども園の調査業務委託料、地方創生交付金などを計上。 

 2点目は、災害関連として、昨年11月の大雨による農地災害と農業用

施設災害の復旧工事請負費などの計上。 

 3点目は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金関連として、住

宅用防犯機器設置補助金や定額減税補足給付金の不足額給付の計上でし

た。 

 審査を通じて出された特徴的な質疑と答弁は次のとおりです。 
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 危機管理監の審査においては、委員より、住宅用防犯機器設置補助金

について、三つの防犯機器が補助対象だが、他の市町のように種類を増

やす考えはあるのかとの質疑があり、執行部より、他の市町の補助制度

では、センサーライトや防犯ガラスなども含まれているが、当市では、

市民に分かりやすくスピード感を持って事業を進めていきたいとの考え

から、防犯効果が高く、犯罪防止につながりやすい機器に絞っていると

の答弁がありました。 

 福祉保健部の審査においては、委員より、新型コロナウイルスワクチ

ン接種委託料について、接種料の補助を7割とした根拠を伺うとの質疑

があり、執行部より、今年度から国の補助がなくなったが、他市町の状

況も調査し、市が主体となって高齢者や一定の障害を持つ方にできるだ

け多く接種してもらいたいとの考えから、激変緩和として、医療保険の

負担と同等にすることが適当であると判断をしたとの答弁がありました。 

 また委員より、財源を財政調整基金としているが、その辺りを長期的

に見てこの事業を続けていくのか、毎年実施を検討していくのか、との

質疑があり、執行部より、来年度以降、実績を見て、個人負担額、予算

規模等を検討していきたいとの答弁がありました。 

 また委員より、公立保育所管理運営費の調査業務委託料について、詳

細を伺うとの質疑があり、執行部より、認定こども園の造成設計で、設

計の中身は、測量、地質調査、設計の三つである、測量では、中心線測

量と縦横断測量、地質調査は、ボーリング調査で3か所程度のサンプリ

ングデータを取る予定である。設計は、構造物や外壁、造成の設計が主

なものである。今後は運営事業者とも協議を重ねて事業を進めていく予

定であるとの答弁がありました。 

 産業部の審査においては、委員より、企業立地推進事業費の新地方創

生交付金について伺うとの質疑があり、執行部より、この交付金は、新

たなアイデアや技術を引き込み、次の時代をつくる担い手を育てること

を目的としており、地域課題の解消のイベントを実施し、地域に反映す

ることにより既存産業や地域経済の持続可能性の向上を目指すものであ

る。具体的には、実行委員会を組織し、県内外の高校生や大学生の参画

の下、商工会、工業会と連携して地域課題の解決に向けたイベントを行

っていきたいとの答弁がありました。 

 討論において、委員より、新型コロナウイルスワクチン接種委託料の

増額に関して、財政が圧迫している中、財政調整基金を崩しての予算計

上で、今後、見直しをしていく必要があるが、答弁の中で、激変緩和や

真に必要な方へ接種を推奨するという意見もあった。今年度の状況を見

て来年度以降の見直しが議論されるという判断の下で賛成をしたとの賛

成討論がありました。 

 そのほか、国民健康保険特別会計の歳入・歳出について審査した結果、

補正額、補正内容等は適正であると判断し、議案第48号と議案第49号の

2議案については、原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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 以上、委員長報告を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で委員長の報告を終わります。 

 これより質疑に入ります。 

 ただいまの委員長報告に対し質疑はありませんか。 

   （質疑なし） 

○石 飛 議 長  質疑なしと認めます。以上で質疑を終了いたします。 

 これより、本案2件に対する討論を行います。 

 討論はありませんか。 

   （討論なし） 

○石 飛 議 長  討論なしと認めます。以上で討論を終結いたします。 

 これより、日程第2、議案第48号「令和7年度安芸高田市一般会計補正

予算（第1号）」の件、及び日程第3、議案第49号「令和7年度安芸高田

市国民健康保険特別会計補正予算（第1号）」の件の2件を一括して、起

立により採決いたします。 

 本案2件に対する委員長の報告は、原案可決であります。 

 本案2件は、委員長の報告のとおり決することに賛成の諸君の起立を

求めます。 

   〔起立多数〕 

○石 飛 議 長  起立多数であります。よって、本案2件は原案のとおり可決されまし

た。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

      日程第４ 一般質問 

○石 飛 議 長  日程第4、一般質問を行います。 

 一般質問の順序は、通告順といたします。 

 質問方式は一問一答方式とし、1議員当たり質問時間は30分以内でご

ざいますが、執行部からの逆質問に対する答弁は持ち時間に含まれませ

ん。 

 なお、1つの質問を終え、次の質問に移る場合は、次の質問に移りま

すなどの発言をし、明確に分かるようにお願いします。 

 それでは、質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

 8番 新田議員。 

○新 田 議 員  8番、新田和明でございます。 

 改めまして、おはようございます。よろしくお願いします。 

 まず、最初の質問に入ります。 

 街灯及び防犯灯等の設置について伺います。 

 自宅付近の街灯、また屋外灯は、防犯対策や夜間の事故防止を目的と

して住宅街や道路交差点、また橋梁など、地域の危険箇所や公共的なと

ころへ設置をされております。 

 本市では、防犯灯設置事業補助金要綱により、地域振興会をはじめ、

自治会、常会、防犯灯維持管理組合、また2戸以上の世帯で構成する地

域組織が補助金の交付申請を行い、交付決定がなされた場合に設置や移
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転を行っている状況でございます。 

 防犯灯の維持管理は地域が行っていますが、人口減少等により、電気

代の負担や修繕対応など、維持管理が困難になっている地域が年々増え

ております。 

 今後の市の対応について伺います。 

 まず最初に、振興会や自治会等の組織に属していない場合において、

防犯上危険とみなす場合については、市独自で設置する考えの有無につ

いて伺います。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おはようございます。 

 新田議員の御質問にお答えいたします。 

 振興会や自治会等に所属されてない場合は、地域住民2戸以上で例え

ば防犯灯維持管理組合を組織されて、当該補助金制度を活用いただくこ

とができます。 

 現在、地元管理の防犯灯は、安芸高田市内において、およそ3,500基

あると見込まれておりますが、補助金制度を利用して地域住民自らが設

置されたことで、これらの整備ができていると考えております。市が直

接設置するとした場合、市の財政負担が大きくなり、設置、維持管理が

できる防犯灯は大きく減ることが予想されます。よって、現時点で、市

が独自に設置するというところまでは至っておりませんが、今後の状況

で、また考えていきたいとは思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  なかなか厳しいということで受け止めました。私がこの質問をした背

景も含めて、若干ちょっとお話しさせてください。 

 ほかの自治体の一部では、地域住民の声を基に、夜間通行の安全や犯

罪の抑制を図るため、安心安全なまちづくりの観点から設置していると、

そういった自治体も実はありました。本市においては、先ほど市長がお

っしゃったとおりで、財政上、もう本当に厳しいと、整合性が取れない

ということも私も理解をさせていただきます。 

 しかしながら、例えば本市在住で、振興会、また自治会等に入らない、

もしくは入りたくない方、そういった方々を、では、この防犯灯をつけ

てほしいとおっしゃったときに、一体誰がつなぎ合わせることができる

のかといったところで、ちょっと疑問に思っております。 

 そのときには、どうか行政が介入していただいて、地域のコミュニテ

ィ団体と交渉など課題に向けて前進させるような取組、そういったこと

を市長お考えではないか、ちょっと伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  それでは、お答えいたします。 

 今の要綱がいろんな経過をたどって制定されて、運用されているよう

に認識をしております。 

 ただ、先ほど言われたような、自治会、振興会に属さない方も多く発

生してきているとかいうのは、現状としては把握をしておりますんで、

未来永劫これをしませんというのではなくて、こういった需要とか状況

をしっかりと見ながら、必要であれば、また後に検討していきたいとは

思いますけども、現時点では、しばらく様子を見たいなという思いでい

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  今後、様子を見ながらということで、今、市長、答弁だったと思いま

す。 

 それでは、例えば一部地域で、高齢化に伴いもう防犯灯の電気代の支

払いが困難だというような地域も出始めております、こういった事案の

とき、市としてどのように対応を今後されていくのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  支払いが困難になった集落、現時点では支払いができるけども、構成

人数が少なくなったりしながら、極端な話、個人で払わないといけない

状況に追い込まれることも想像されますので、そういったときは、現時

点でそれを、ではすぐフォローしますというところは言えませんけども、

その状況をしっかりと見ながら、個別対応も必要であればしていく必要

があるのかなとは思っております。ぐらいが現時点で言える状況です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  それでは、次の質問に入ります。 

 （2）防犯灯機器等が経年劣化のために取り換える助成制度はありま

すが、撤去する場合の費用等の助成について、市長の考え、やるかやら

ない、有無について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  質問にお答えいたします。 

 当補助金の対象事業は、おっしゃるとおり、防犯灯の新設、そして移

設、専用柱の取換えのみで、修繕や器具の取換え、電気料金など、維持

管理は対象となっておりません。 

 このことは、補助金交付の際に、御理解をいただいて、交付決定を受

けた団体様には、自ら維持管理をされていると認識をしております。地

域で維持管理されることを前提とした補助金で交付しておりますので、

現時点では、撤去について、補助金の対象には難しいかなと考えており
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ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  安芸高田市が合併して、もう20年が経過して、恐らく旧町時代に付け

られた、経年劣化でかなり危険なところもあるんではないかなというこ

とも伺っております。その辺も、やっぱり今、さっき市長がおっしゃっ

た、これは、あくまでも受益者が負担してくださいということで、変わ

りないかどうかだけ、ここ、最後1点聞きます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  合併当時からで、相当数年数がたっているんで、経年劣化というのは

十分あると思います。柱が木柱なのか鉄柱かによっても変わってくると

は思うんですけども、そういったことも、やはりどうしても危険という

のがあれば、やっぱり対応しなくてはいけないことも出てくるんだろう

とは思いますけども、一応、一律にそれを対応するというところまで、

今、至っていませんけども、今後、支障もありますんで、その辺で状況

を、もしそういうのがあれば見ながら対応をしていくことも必要なのか

なとはいう思いはあります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 2番です、医療的ケアを必要とする子供の対応について。 

 医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律が令和3年9月18

日に施行されました。医療的ケア児及びその家族が、居住する地域にか

かわらず、ひとしく適切な支援を受けられるようにするというのがこの

法律が作られた経緯でございます。医療的ケアが必要な子どもに対し、

国、または自治体の責務だということが明記されたというのが特徴とい

うことも聞いております。 

 2021年12月の一般質問で一部お尋ねしたところ、ケアが必要な子供が

小学校に2名在籍しているので、看護師2名を配置しているとの答弁であ

りました。その後の支援体制と今後の対応の方向性について市長に伺い

ます。 

 （1）保育施設や小中学校等に、保護者の付添いがなく、対応されて

いる状況について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 医療的ケアが必要な児童は、現在、小学校に1名在籍をされておりま

す。現在、看護師2名を市の会計年度職員として採用し、配置をしてい
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るところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 医療的ケア児支援法には、施行後3年をめどに、必要な処置などを見

直すということが、規定が設けられていますが、成人された医療的ケア

者の制度的支援や災害対応など、きめ細やかな切れ目のない支援が必要

と考えます。 

 （2）障害者基幹相談支援センターや市役所担当課への相談状況など、

問合せや対応について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 障害者基幹相談支援センターへは、県の実施する養成研修を受けた医

療的ケア児等コーディネーターの登録がある相談員が2名配置をされて

おります。過去5年間に、障害者基幹相談支援センターでは、医療的ケ

ア児に係る新規の相談の受付はないと把握をしております。 

 市役所の障害者担当課では、医療的ケア児に必要な福祉制度の利用の

相談に応じており、障害者手帳の取得や、手帳に基づく日常生活用具の

支給などを行っております。また、障害児福祉施設の利用についての相

談対応や関係機関との連携も行っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  今、実際に市が掌握されている方が1名ということで、本当に1名なの

かなということが、ちょっと疑問視、私は思っております。もう少しこ

こが、どういうのかな、安心網というか、市で担当してくださることが

ですね、もう一回そこら辺を拾い上げていくというような考えがあるか

伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  実数が今、1ということでありますけども、手続というか、そういう

ことをされてない人がひょっとしたらいらっしゃるかなということだと

思うんですけども、そういったとこも、もう一度広報等を使って周知す

るとか、あるいはいろんなサービス機関を通じて周知して、そういった

方が漏れなくそういった利用ができるような環境にはする必要があると

思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 
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○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 本市では、職員の中で、保健師資格、これ、看護師資格も含めてです

が、おられることは承知しております。 

 医療的ケアを必要とする子どもたちを安心して学校や保育施設にお預

けいただくことなど、（3）に入ります。 

 緊急対応として看護資格を保有している市職員の雇用、今、会計年度

任用職員を2名雇用されているということは承知しましたけども、その

ほか、緊急時に対応がなかなかできないということも聞いているんで、

前もって対応しているよという方向性なり、もしお持ちであれば伺いま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  厳しい市の財政状況の中で、専門職を新たに市の職員として雇用する

ということは、ちょっとハードルが高いかなと思っております。 

 しかしながら、子どもたちがより安全で安心な環境で過ごせるよう、

必要に応じて、随時、必要な体制を整えてまいるつもりです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  医療を必要とする子どもが成長され、社会人になられたとき、また、

障害者手帳の認定等が変更されたとき、担当医、もしくは市役所担当課、

保護者、それから職場の関係者、それから社会福祉協議会等々、きめ細

やかな連携でストレスがかかりにくいような、そういったスムーズな対

応が新たな仕組みとして必要ではないかと思っております。体調や環境

の変化などにより、その方々は大きく変わる場合がやっぱりあります。

的確な対応が求められますが、市長のお考えを伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 新田議員のおっしゃるとおり、利用者の方、市民の方の目線に沿った

対応を担当課も心がけてくれていると思いますんで、そういったところ

はしっかり徹底をして、一番そういったサービスの被害を被らない環境

をつくるように努力をしていきたいと思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  本市は安芸高田市立学校における医療的ケア実施要綱を定め、その中

には医療的ケア実施に当たり、あらかじめ保護者、主治医、医療機関

等々の連携体制を整備する責任があることや、保護者から不服申立てが

あった場合、第三者意見聴取会を開催することができると定め、不服申

立てなど、法が整備された以降、約この4年間、どんな状況だったのか

というのをちょっとここで伺います。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 柳川教育次長。 

○柳川教育次長  要綱の第10条に第三者意見聴取会について定めがございますが、この

間、不服申立て等はございません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  特に問題ないということで理解させていただきました。 

 先ほど市長もおっしゃいましたが、あらゆる媒体を使っていただいて

ですね、ひょっとしたら、この方は何か言いたいことがあるかもしれな

いと。最近は、すぐにＳＮＳにも投稿されてしまうんで、それもしっか

り、やっぱり繊細なところだと思いますので、掌握を尽くしていただき

たいなと思っております。 

 その辺、教育委員会のほうで、もし考えがあれば聞かせてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 柳川教育次長。 

○柳川教育次長  現在のところ、聞き及んではおりませんが、広く声を聞くように努め

ていきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 災害避難所における生活環境整備について。 

 国は、避難所における良好な生活環境の確保に向けた取組指針の上位

にトイレ等の確保を挙げています。全国には、避難生活におけるトイレ

不足の課題や、被災地へのトイレ支援などを検討している自治体もあり

ます。 

 そこで、市長に今後の本市の方向性についてお尋ねいたします。 

 （1）災害時のトイレ問題解消に向け、トイレトラックやトイレトレ

ーラーなどを導入するお考えについて伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  質問にお答えいたします。 

 トイレトラック及びトイレトレーラーの導入に要する費用と維持管理

費に対して、利用頻度ですとか費用対効果の面で、慎重な判断が必要と

思っております。例えば軽自動車であるトイレカーを購入すると、

1,000万円程度かかるということと、車両を含む年間維持費は50万円か

ら100万円程度かかろうかという予測もされております。 

 そういったため、早期での導入は考えておりませんが、今後の災害の

発生規模や通常時の利活用等を含めて判断をしていきたいなと思ってお

ります。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 （2）ですね、国は地方自治体に対し2020年度より災害時における避

難所の環境整備のため、マンホールトイレの整備を検討するよう通知し

ております。設置の考えについて伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 マンホールトイレの整備についても、マンホールトイレを設置するた

めの管路、及びマンホール整備費用と専用便器やテントなどの備品等の

購入費及び維持管理費に対して、利用頻度や費用対効果の面で、また慎

重な判断が先ほどと同じように必要なのかなと思っております。 

 このため、早期の導入は、今の時点では難しいかなと思っていますけ

ども、繰り返しになりますけども、今後の災害発生の規模、あるいは設

置場所、個所数等を含めて判断をしていきたいと思っております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  災害時において、避難所の困り事、先ほどから何度も言っております

けども、やっぱりトイレというのがどこの被災地でも一番だったという

ことを伺っております。最近は携帯トイレを大規模災害時に備蓄品とし

て確保している自治体もあります。 

 本市においても、市の地域防災計画第6節の4、災害対策資機材等の備

蓄品に関する計画の中で、携帯トイレ、簡易トイレなど、備蓄品目とな

っております。市は、円滑な応急対応の備蓄に努め、さらに企業、家庭

に対して備蓄に関する啓発を行うとしています。 

 今後、大きな災害が起こったとき、携帯トイレや簡易トイレの備蓄の

取組について、市長のお考えを伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  現在、携帯トイレなど生活必需品、食品を、市内全域で最大1,200人

の避難を想定して備えております。今後も、備蓄場所を増やすなど、い

ろんな形で、対応を考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  市民とか企業へのそういった周知については、どのようにお考えでし

ょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 
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○藤 本 市 長  備蓄の場所とか備蓄しているもの、あるいは個数とか、そういったも

のを、広報媒体を使って、定期的に災害の情報みたいな形で、発信して

いく必要はあるんだろうと思いますので、そういった形で考えていきた

いなと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  次の質問に入ります。 

 4番目ですね、農業施設の老朽化について。 

 農業用水路や頭首工などの大型の農業用施設は、古いもので60年以上

前に整備された施設があり、経年劣化等により破損等が生じた施設が存

在しています。破損した施設は修繕が必要ですが、修繕に多額な費用を

要するため、農業者の減少した地域においては、受益者のみで修繕を行

うことが困難になっております。 

 農業者を守るために、市として農業用施設の改修等に関し、補助施策

が必要と考えますが、市長のお考えを伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 農業施設は、受益者、いわゆる利用者の維持管理が前提となっており

ますけども、修繕、あるいは改修等を行う際、その費用が受益者の大き

な負担になることは、私も身をもって分かっておりますし、認識をして

おります。 

 そのため、現在、市では、10万円以上の保修、修繕等の工事に対して、

50万円を上限に、45％の補助を行っております。毎年多くの申請があり、

市としては、財源が限られる中、広く浅く補助を行わざるを得ないのが

現状です。 

 受益者の負担の軽減のため、農業施設の修繕・改修について、引き続

き、国、県の事業の創設や補助制度の拡充を強く求めていきたいなと思

っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 新田議員。 

○新 田 議 員  国は米の価格高騰対策として、備蓄米を大量に、今、放出しておりま

す。安定した供給と販売価格の取組など、連日、新聞やメディア等で報

道されております。米の安定した供給の確保や増産、さらに農家の所得

向上など、国の農業政策に新たな展開が始まると私自身は期待をしてお

ります。 

 農業生産を陰で支えていると言ってもいいぐらい、この農業インフラ

の整備は欠かすことができません。市長、今おっしゃったとおり、一番

よく知っていらっしゃると思っております。 

 本市のような大規模化が難しい中山間地域においては、安心して営農
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ができるよう、あらゆる角度からの支援強化が必要、さっきの受益者負

担、よく理解しております。ただ、米がこれだけないと言われて、皆さ

ん、いよいよ頑張って作るぞとおっしゃっている声も十分聞いておりま

す。そのためには、さらなるさっき市長がおっしゃった要望活動、私も

いろいろ国会議員経由で調べてみましたが、本当に受益者負担が高過ぎ

て、手が出ないなというのが、現実ありました。また、先ほどおっしゃ

ったとおりで、農業用施設等補助事業も、かなりやっぱり需要があって、

農業者の人が使われていると。ただ、メニューにないものも中にはある

とも伺っております。 

 今後、多額の修繕費が必要な農業インフラの整備に向け、再度市長の

決意を伺って、質問を終わっていきたいと思いますが、最後、市長、お

願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  最近のこの米価高騰というのは、本来、農家が望んでいる形ではない

と思ってます。ある程度の金額で、安定して毎年収入が見込める中で、

農業経営、安定した経営ができると思いますので、そういった部分は、

これからまたいろいろと動きが出てくるかと思います。 

 ただ、農業施設の修繕については、インフラについては、やはり多額

な費用が発生します。単市だけではどうしても対応できないというとこ

がありますんで、そういったとこは、恐らく農地を持つ自治体の共通の

課題だと思いますんで、そういったところは、連携をして、国、県にも

しっかりと要望していきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  新田議員。 

○新 田 議 員  以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、新田議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 13番 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  13番、宍戸邦夫でございます。よろしくお願いいたします。 

 通告に基づきまして、大枠2項目、質問いたします。 

 まず、教育長に食育の推進についてお伺いいたします。 

 食育は、教育というよりも、健康の維持、精神の安定、勉学、労働意

欲の増進など、人間の原点であるというふうに思います。これは、当然

重視していくべきだと思います。 

 そこでお伺いしいたします。市内小学校、中学校での食育の現状につ

いてお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  宍戸議員の質問にお答えします。 

 小学校の家庭科や中学校の技術家庭科・保健体育、特別活動において、
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体に必要な栄養素の種類と働きについて学ぶなど、学習指導要領に基づ

いて指導をしております。 

 また、栄養教諭や養護教諭を中心に、給食センターから配布された資

料を基に給食時間等を活用して、食について考える時間を設けるなど、

各校で工夫をして取り組んでおります。 

○石 飛 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  実は、この質問につきましては、以前にもしたことがあります。もう

10年くらい前ですかね。やはりこの食育というのについては、小学校を

卒業してきますので、当然対象が違ってきますので、継続した指導とい

うのが、教育というのが大切だろうと思います。それから、大人になっ

てからも、その学校で学んだことはよく覚えているというふうに思いま

すし、食の大切さということは、本当、人間生きていくための、どうし

ても必要なものでありますので、本当に大事なことだというふうに思う

んですね。 

 ところで、小学校、中学校、今答弁がありましたように、それぞれの

学校で工夫をして対応しているということですけれど、学校の先生によ

っては、それぞれ対応が違うんじゃないかと、こういうふうに思うんで

す。 

 そこで、小学校は小学校で、学習指導要領はどのような形で存在する

のか分かりませんが、安芸高田市独自の指導内容といいますか、要領を

作って、各旧町、それぞれ産物も違いますし、いろいろな形態がありま

す。甲田町の場合は、梨があったり、チンゲン菜があったりネギがあっ

たりするんですけど、それぞれの町で、旧町で、特徴が、特産物がある、

そういうふうな状況からしてですね、それぞれの学校で取り入れていく

と同時に、先ほど言いましたような共通した指導要領というものがある

のかないのか、ないとすれば、どうするかお聞きいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  各学校におきましては、この食に関する指導につきまして毎年、年間

計画を作成して、それに基づいて食に関する指導を行っております。当

然、各学校の状況も違いますけども、基本的には、例えば食である給食

でありますと、地場産を使っていったり、郷土の料理等について、その

指導の中に加えていったりということで、特色を出して活動をしている

ところでございます。 

 共通をするところというのは、基本的には学習指導要領の内容そのも

のをやっていくということですけども、年間計画については、各学校で

それぞれ違いがあるというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 
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○宍 戸 議 員  それぞれ学校で特徴的なものもあっていいというふうに思うんですけ

ど、学校の先生が取り組みやすい体制づくりというのも、私は大事なん

じゃないかなというふうに思います。よって、それぞれの学校で共通し

たものも必要じゃないかというふうに考えているんですね。 

 実は、ちょっと私もいろいろ調べてみましたが、共通したものについ

て考えていただきたいものが4項目ほどあるんです。ちょっと長くなり

ますが、聞いていただきたいと思います。 

 まず1点目、食事の重要性を理解し、食べる楽しさを感じるように働

きかける。二つ目、望ましい栄養や食事の取り方について身につける。

三つ目、自分の健康を考えて食べることができる能力を育てる。四つ目、

地域の産物、食文化に関心を持つ心を育て、さらには食物の生産に関わ

る人々への感謝の気持ちを育てる取組などを行う。私は、この4項目は、

共通的にできるんではないかというふうに思うんですね。ここらを基本

にした取組というのは、私は安芸高田市バージョンであっていいんでは

ないかと、こういうふうに思います。 

 そこらの私の考えについて、教育長のお考え、御意見を聞かせていた

だきたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  今、宍戸議員のほうから御指摘がありましたけども、この4点、私も

大変重要なポイントだというふうに思っております。 

 食の重要性、それから栄養の取り方、自分の健康、そういったものに

ついては、各学校で、給食、併せて保健体育、家庭科、そういった授業

を通して、これらは一貫していろんな場面で学べる、学ぶべき事項だと

いうふうに思っておりますので取り入れていきたいと思いますし、現在

も取り入れておるのではないかと思います。 

 それから、地域の文化とか生産者の思いということでございますが、 

これらについても、例えば給食だより等を毎月出して、献立の中でどれ

だけの地場産のものを使えるか、そういったこともしっかりＰＲもして

おりますし、各学校において、その給食材料を利用した食育等も行われ

ているというふうに聞いておりますので、今御指摘のあった点について

は、さらに充実をしてまいりたいというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  そういう共通認識というのは、もう既に取り組んでおられるかもしれ

ません。私が勝手に思いつきで言ったんですけど、私たちが生きていく

上で、やはりこの四つの項目については、大事なことだろうと、これは、

大人もこの食育について関心を持つべきだろうと、こういうふうに思い

ます。大人の食育というと、なかなか幅が広くなりまして、大変だろう

と思いますが、現在、食生活改善推進協議会ですか、ＪＡの女性部の方

とか、いろいろ団体があるようですので、そこらはそこらで、その辺は、
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その方たちを中心に取組がされておると思います。 

 今、学校で、小学校が7校、中学校は6校で、それぞれ学校の取組があ

るんですけど、ここでちょっと聞いてみたいんですけど、栄養教諭の配

置というのは、どのようになっていますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  栄養教諭の配置でございますが、現在、市内に2名配置をしておりま

す。小学校として1名、中学校として1名という状況でございます。 

○石 飛 議 長  以上で、答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  この栄養教諭の配置ということになりますと、県の関係になりますか

ね、県費負担になるわけですね。ですから、県の考えの下で、安芸高田

市に1名ということでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  この2名は、いずれも県費の負担の職員でございます。安芸高田市の

規模でいったときに、小学校1名、中学校1名、計2名というのが基準と

なっておりますので、そのような配置となっております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  1名で、現在、足りておるというふうな思いでおられるかもしれませ

んが、そこらの点について足りていると思われるんですか、どうでしょ

う。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  栄養教諭の数ということでございますけども、この2名については、

通常、給食センターのほうへ週3日程度、そのほかのところで学校のほ

うへ駐在をしておるわけですけども、1か所の学校に籍は置きますけど

も、各ほかの学校も、巡回を通して必要な指導等を、今、している状況

でございます。そういう面において、実態、詳しいところというのは、

まだ十分把握してないところもございますけども、現在は、この体制で、

食育、どうにかうまくいっているんじゃないかというふうに感じており

ます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  学校教育では、知育、徳育、体育というのが重視される傾向にありま

す。これは、これとして大切なことではあるんですけど、食の知識とい

うのは、あらゆる知識の前提であるというふうに思いますので、これか

らも、学校教育の中において、しっかり食育についての対応をしていた

だきたいと思います。 

 次の質問に移ります。 
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 2番目、農業振興についてでございます。これは市長にお伺いいたし

ます。 

○石 飛 議 長  宍戸議員に申し上げます。1番の食育の推進の（2）の今後の方針につ

いてが次の質問になると思いますが。 

○宍 戸 議 員  ごめんなさい、はい、失礼しました。 

 元へ、（2）の今後の方針についてお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  食育は、心身の健康を維持・向上させるために大変重要であり、学校

教育活動を通じて、積極的に行うべきと考えております。 

 先ほどありましたように、現在、栄養教諭の配置については、基本的

には吉田小学校と八千代中学校に在籍をしており、先進的に取り組んだ

内容を各小中学校へ展開をするとともに、給食センターとも連携をして、

安芸高田市全体の食育の充実に努めていく方針でございます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  分かりました。 

 今年度おいて、安芸高田市においては、総合計画を策定する年度にな

っているというふうに市広報で見ました、報告もありましたが、そこら

への計上が、前回の第2次については、あまり書いてないんですね、食

育についてが。そこらについて、やはりきちっとしたものにするために

は、そういった長期的な視野に立った計画の中に位置づけるというのは

いかがでしょうか。お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  総合計画の中では、いろいろ教育に関係のあるものについては、基本

的には網羅してあるというふうに考えておりますが、その関連づけ、そ

れから表現の仕方等については、担当部局であります企画のほうと、少

し調整をさせていただいて、そういった内容も酌み取れるような内容に

させていただければというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  それでは、次の質問に移ります。 

 2番です。農業振興について。 

 安芸高田市において、農業は大変重要な基幹産業の一つです。現在、

農業従事者は、高齢化が進むとともに、減少傾向にあります。あわせて、

耕作農地も減少しているように思われます。このままだと、安芸高田市

の農業は衰退の一途をたどるのではないか。市にとって、農業の衰退は、

地域の衰退であるとともに、市全体の衰退の前触れでもあると思います。 

 そこで、市長にお聞きいたします。安芸高田市の農業振興をどのよう

に考えるのか、お伺いいたします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 安芸高田市の農家戸数については、毎年1％弱の減少をたどっており

ます。今年度の農家戸数は4,483戸となっております。このうち、3ヘク

以上の農家が、昨年より8戸減りまして、107戸になっております。 

 農地の面積は、減反政策が終了した2018年、平成30年から5％減の

3,308ヘクタールとなっておりますけども、転作等の関係で既に200ヘク

近くが耕作放棄地となっているように思っております。 

 農家の耕作意欲を上げるためにも、米価が、今の状況がありますけど

も、安定的に高値で取引されて、若い方が、魅力を感じる農業となるこ

とが必要と思われます。また、市では次期総合計画を策定中です。その

中で、将来の安芸高田市の農業振興についても、国の動向をしっかりと

注視しながら、関係団体の意見を伺いながら、計画の中で方向性を示し

ていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  農業に関することは、やはり国の政策が大きく影響します。 

 実は昨日、中山間地直接支払制度の第6期の説明会がありました。担

当者の方、本当親切丁寧に教えてくださってありがたかったんですけど、

よく分かったんですけど、それが5期に比べて、取り組み方が、今度は

やや厳しくなっているんですね。そういうことからして、なかなかこの

農業、我々、小規模農家にとっては、大変厳しい状況にあるわけです。 

 そういったところで、今、安芸高田市についても、法人化とか営農組

合組織がつくられて、それぞれの地域で熱心に取組をされています。法

人は、法人化として、大規模農地の集約をして、大規模化というのは、

経費を節減できる、いい面もあるんですけど、その点、批判じゃないん

ですけど、法人に預けることによって、その農家の息子たちがもう出て

いってしまう、農業をすることがない。そうしますと、広島なら広島の

ほうへ、通勤に便利ないいとこへ行くと言って、また、前には自分で、

お父さん、お母さんが農業をしておったら、田植とか、秋の稲刈りには

手伝いに帰りよった。それが全くなくなって、今は、田植も法人の方の

従業員の人が植えたりというふうで、田植風景も全然変わっていきまし

た。以前には親子が出て、賑やかに田植をしたり、稲刈りをしたりして

おったわけですけど、そういう風景がなくなってきているように思うん

ですね。 

 そうは言っても、法人化だけでは、この安芸高田市の農地を守ること

はできないと思います。そこには、小規模農家の方が、小規模経営の農

家の方が頑張っていかなくちゃならんというふうに思うんですけど、そ

の小規模に対して、先ほど農業施設の関係もありましたが、基盤整備を
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してないところもありますし、基盤整備をしてないところは、ほとんど

荒れていっているように思います。現在の安芸高田市全体の農地を見て、

歩いて見ていただければよく分かるんですけど、年々、耕作されてない

農地が増えております。今年も昨年よりもぐんと増えておりますから、

これは何とかならないのかなって。安芸高田市にとって、最初に申し上

げたように、基幹産業の一つであり、そこには農業をすることによって

人口が存在しているわけですから、それがなくなると、いなくなったと

いうことになりますので、そういうことからして町の衰退になるんじゃ

ないかというふうに思うんですね。 

 そういうことからして、この農業というのは、この安芸高田市にとっ

て、発展の大事な重要な一つの基幹産業と思っておりますので、これは、

もう先ほど市長が答弁されましたが、長期総合計画の中に位置づけて頑

張っていくということです。その総合計画を重視するに当たっても、Ｊ

Ａとか農業法人の方とか、そこらの知恵を借りながら、また小規模農家

の農業委員さんもおられますし、そこらを総合的に考えていく仕組みを、

やっぱりつくって、総合計画の中に位置づけるというのが私は大事なん

じゃないかと。行政がこうしましょうと言っても、やっぱりそれを実行

していくのは農民、地域の方ですから、そこらの意見を聞きながら、今

後、ほんとにどうしていくのかということをみんなで考えていく場をつ

くるというお考えはありませんか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 農業を取り巻く環境には、おっしゃるとおり、大変厳しい状況があり

ます。最近では、米価が高騰したという異常な状況になってますんで、

ただ、この状況がずっと続くとは思いませんので、そういった中で、昨

年、一昨年ぐらいの米価でしたら、到底採算は合わないということで、

どんどん農家のほうは離農していくという状況が続いていたんでしょう

けども、これがもう少し高止まりすれば、若干の経営の先行きも見えて

くるということで、また、新規の就農者の方も増えてますんで、そうい

ったところをしっかり注視していきたいなと思っております。 

 市としても、そういった状況を、どういうんですかね、グリップする

というか、集約するような場も、農業再生協議会ですかね、そういった

ものもありますし、今度、私の対話集会のほうでも、この農業に特化し

た対話集会を、今年度ちょっとやっていこうかなという計画も今持って

ますんで、そういった広く皆さんの意見を酌み交わしてもらいながら、

安芸高田市としての農業の在り方というのも、総合計画のほうにも組み

込んではいきますけども、現実のところも実際に考えていきたいなと思

っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 



37 

 宍戸議員。 

○宍 戸 議 員  これは、特効薬というのは、なかなか、私が考えてもないんですよ、

実は。妙案も名案も浮いてきません、現在。ただ現在、頑張る。 

 そこで、今、この農業というものについて、第1策というものを市民

全体で考えて共有していくということをやっぱり訴えていく必要がある

というふうに思います。 

 今、令和の米騒動とか言われておりますけど、食というのは、これに

勝るものはないというふうに思いますので、ぜひ、お互いに協力し合い

ながら、力を出し合いながら頑張るということで、市長にお願いをし、

私の質問を終わります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で、宍戸議員の質問を終わります。 

 おおむね1時間が経過しましたので、ここで換気のため11時15分まで

休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午前１１時０３分 休憩 

午前１１時１５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 5番 小松議員。 

○小 松 議 員  5番、小松かすみです。 

 通告に基づき、大枠4点についてお伺いいたします。よろしくお願い

します。 

 大枠1点目です。東広島高田道路（向原吉田道路）についてです。 

 東広島高田道路の一区間として、約20年の歳月をかけて完成した向原

吉田道路が去る5月25日に開通しました。安全性、利便性が高まり、新

しいインフラとして大いに期待するところです。 

 一方で、国道及び県道の道路標識には向原吉田道路としか表示がなく、

自動車専用道路であるということが分かりにくいです。さらに、自動車

専用道路は126ＣＣ以上のバイク車両のみ通行可能で、原付バイクや自

転車、歩行者は通行できません。それを表す標識は、左折、右折で高規

格道路に進入直後に設置してあるため、見逃したり、気づいても、Ｕタ

ーンをすることが危険ではないかと思います。また、本市には外国籍の

方々が多く住まわれているので、誤って徒歩や自転車で道路を使用され

ないか、安全面が心配です。事故が起こる前に、県や国への要望を含め

て、本市として対策を講じる必要があるのではないかと考えます。 

 そこで、3点伺います。 

 （1）自動車専用道路というより、新しいトンネルが開通したという

認識を持っていらっしゃる住民の方々もいらっしゃいます。安全性の面

から、自動車専用道路としての徹底した周知が求められると考えますが、
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本市として、どのように周知していくのか、お考えをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  小松議員の質問にお答えいたします。 

 念願でありました、東広島高田道路のうち、向原吉田道路が5月25日

に無事に開通をいたしました。そして、現在はですね、多くの方に御利

用いただいております。 

 利用者の方からも、分かりにくいという声も伺っており、市としても、

広報等で自動車専用道路であるということをお知らせをしているところ

ですけども、道路利用をされる方へ分かりやすく周知をする必要がある

と思っております。 

 現時点では、間違って進入したとか、歩行者の人が歩かれていたとい

う情報はないんですけども、入ってないだけで、実際にあったかもしれ

ないんですけども、そういう状況にあるんだろうと思っております。道

路管理者である広島県と公安委員会のほうへ、これまでの協議内容を踏

まえ、今後、注意喚起の方法などについて、広島県と協議をしていきた

いと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  私も警察に問い合わせたんですが、件数としては、まだ把握してない

というような、窓口の対応ではあったんだと思うんですけども、バイク

が通っているじゃないかというような、地元の人が言われていたりもす

るので、事故がまだないということですが、今後、状況を見て対応を考

えていただけるということだったと思うんですけど、市長自身は、車、

トンネル、通られましたでしょうか。 

   （「はい」の声あり） 

○小 松 議 員  よかったです、はい。とても便利ですけど、事故がないというところ

が一番大事じゃないかなと思います。 

 もう一度同じような、左折、右折、両方ともして直後に道路上に自動

車専用道路という表示は緑であるんです。自転車、125ＣＣ以下のバイ

ク、20歳未満または自動二輪免許3年未満の運転手の乗り入れの禁止の

表示というのがほんと進入したところにある状態ですので、自動車専用

道路に慣れてない方とか免許を取りたての若者への周知というところが

不十分じゃないかとは思いますが、若者への周知と、そういったところ

は、市としては何か考えはありますでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  若者に対しての周知ということですけども、免許を取りたての方、若

い人がそこまで試験の内容を覚えとるかというのもあるんでしょうけど

も、その辺も含めて、手前といえば、どうしても県道に立てるようにな
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りますんで、そういったところも、先ほどと繰り返しになりますけども、

道路管理者の広島県と協議をして、分かりやすいように、事故が起きて

からでは遅いですし、反則切符を切られてからでも遅いんで、事前に周

知できるように対応していきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  注意喚起という点ではないですが、地図が書き換えられるような大き

な工事の完成になりますが、本市にとっても業界にとってもＰＲするチ

ャンスであるのに、広報が薄いのがもったいないというような声も住民

の人からも聞くんですが、広報については、今後、計画があるんでしょ

うか。お聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  広報についてですけども、現時点では、次の最新号で、開通式を行っ

たという周知、そして、その後の広報についてはですね、今のところ、

ちょっと持ち合わせてないんですけども、状況を見て、何か紹介するよ

うなものがあれば、適宜していきたいなと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  では、次の質問に移ります。 

 （2）です。本市に住まわれている外国籍の方々への周知や注意喚起

については、どのようなお考えかお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  担当しております社会環境課と連携をして、外国人を雇用している事

業者への周知、また、外国人相談窓口スタッフと連携をして、ＳＮＳを

活用した周知も考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  利便性が向上して、不用意に入られて事故がないようにですね、雇う

責任ということで、企業さんのほうに働きかけていただけるのを本当に

よろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、（3）です。左折、右折後の直進侵入前に自動車専用道路が

早く認識できるように、先ほどもお話にもあったんですけれども、県と

か国にお話をしながら検討していただけるということなんですが、他の

自治体では、自動車専用道路に対する注意喚起の横断幕、そういったも

のを設置して安全対策を講じている自治体もあると聞いておりますが、

本市として、安全対策、例えば横断幕等、簡易にできるような形で自治
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体として何か考えるということはあるのか、お聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  横断幕という新たな御提案をいただいたと思っております。その提案

も、県との協議の中でしっかりと提案させてもらいながら、有効であれ

ば実現をしていきたいなと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  では、安全性の高い自動車専用道路を運用されるように願っておりま

す。 

 続いて、次に、大枠二つ目、まちづくり助成金についてです。 

 市民団体などの自主的なまちづくり活動に対して交付される本市のま

ちづくり助成金は、一つ目、市が抱える課題の解決につながる活動、二

つ目、市の魅力向上につながる活動、三つ目、人材育成につながる活動、

四つ目、市に広く利益をもたらすことができる活動が対象になっており

ます。 

 住民有志によるまちづくり活動を支援する大変よい取組であると考え

ております。今年度も、広報あきたかたやお太助フォン等でのお知らせ

を通じて、この助成金に興味を持っているとの声を多く聞きました。 

 そこで、以下、六つ伺います。 

 （1）今年から100万円の助成金の内訳が20万円×5団体に変更とあり

ますが、その理由をお聞かせください。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 まちづくり助成金制度を立ち上げて3年が経過をしております。昨年

の秋、まちづくり助成金の審査を行っているまちづくり助成金運営委員

会の中で行った、今後に向けた制度の見直しの意見交換の中で出された

意見を参考に、制度の見直しを行いました。 

 出された意見は、スタートアップ部門が1件当たりの助成上限額が70

万円となっているけども、申請の内容等から、もう少し少額にしたほう

がニーズに合っているんではないかという御意見があったということで

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  次の質問（2）です。5月23日、助成金、今年度ですね、申請の締切に

なっていましたが、締切から採択、交付金支払いまでのスケジュールに

ついてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 
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 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 おっしゃるとおり、今年度の助成金の採択決定については、6月中旬

になる予定でございます。助成金の支払いについては、事業終了後に提

出していただく実績報告書受領後の支払いとなります。ただし、事業実

施上、必要があると認められる場合は、団体からの請求に基づき、概算

払いも可能でございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  採択が6月中旬、恐らく来週辺りに採択というようなお話も聞いてお

りますが、概算払いもできるということで、採択があれば、決定すれば、

事前に支払いをしていただけるということだったと思うんですが、続い

て、三つ目の質問です、助成金の交付を受けて、採択の決定を受けて、

まちづくり活動を企画したいのだが、決定が6月中旬、交付が概算でも

夏ぐらいに降りるんですかね、使いたくても使いにくいということを、

声を聞いております。当助成金が1年を通じて公平にまちづくり活動の

支援ができる助成金になるよう、制度設計の見直しができないかと考え

ますが、お考えをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 現状では、新年度予算の議決が確定をしてから募集開始の告知をした

いという考え方から、どうしても3月下旬に行う定例記者会見で募集開

始の告知を行っております。その前提の下では、現在のスケジュールに

よる交付決定が最速ではないかという考えでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  夏、秋にイベントがすごく多くなって、春から夏辺りにも、年間を通

じて展開されるまちづくり活動が理想ではないかなと思うんですが、例

えばなんですが、来年度実施予定のまちづくり助成金を、今年度の補正

予算で組んで、年明けから申請を行って、採択までを行って、それを繰

越明許で来年度の4月以降というような形で行うということは、高校の

魅力化とは違うのかもしれないんですが、そういう形で、繰越明許とい

うような形で、4月からこの助成金を使えるような仕組みにできないも

のなのかなと思いますが、市長、もう一回お聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 御提案の内容も含めてですけども、御指摘があるように、どうしても
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前半部分での事業ができないので、中下旬に固まってくるということは、

これは、どうしても今の現行では現実だと思います。そういった意味で、

年度初めの事業に適用できないかということを課題としては考えており

ますんで、例えば予算の議決がされることを条件に上げるなどして、募

集を前倒しできないかということも含めて検討はしてみたいなと思って

おります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  では、検討を、考えてみたいということの答弁をいただきましたので、

ぜひ前向きによろしくお願いしたいと思います。 

 続いて、次の質問に移ります。 

 （4）今年度の助成金の申請団体数は何件あったか、教えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 2025年度の申請団体数は13件でした。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  13件の申請ということなんですけども、市長、この13件の申請につい

ては、どのような感想をお持ちでしょうか 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  2022年が8件、そして2023年が10件、そして2024年が8件ということで、

数字を見るとちょっと上がってきているのかなと。皆さんも認知して、

この事業を有効に活用したいという市民の皆さん、団体が、増えてきて

いるんだろうなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  住民によるまちづくりの機運というのが高まりを感じるとともに、助

成金の認知が広まってきているんじゃないかなというふうに思っており

ます。市長は、全ての事業内容や審査内容は見られているんでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  報告としては、見させていただいております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  申請された内容等、カテゴリーですね、特色というのが、今年度、13
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件の中で、こういったところの特色が多かったとか、そういったのが分

かれば教えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  詳細については、申し上げにくいところはあるんですけども、いろん

な多岐にわたった御提案があったように思っております。13件のうちで

も、本当に偏ってなく、事業にバランスがあるといいますか、面白い提

案が数々挙がってきて、来年も増えてくるのを期待をしています。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  続いて、五つ目の質問に移ります。 

 民間の活力を本市の活力にするためにも、採択基準を満たしている事

業が多くあれば、制度の拡充も有効であると考えますが、現在、100万

円というまちづくり助成金ですけども、拡充のお考えがあるか、お聞か

せください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  制度の立ち上げから4年目の今年度、13件、今までで一番多い13件の

応募があったということで、市民の皆様にも、繰り返しになりますけど

も、認知度が上がってきた事業だと思っております。制度の拡充検討も

必要な状況になっているんではないかなという思いもしますんで、事業

の実施状況、効果、財源の確保をいま一度担当課等と再検証して、充実

した制度にしてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  市民参加型のまちづくりということで、事業の充実を図っていただき

たいなと思っておりますが、続いて、六つ目の質問に入ります。 

 市民の方々が参加できるような実績報告会のようなものを開催すれば、

市民によるまちづくりの機運がさらに高まるのではないかと考えますが、

お考えをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 実績報告会の開催の効果については、昨年の秋のまちづくり助成金運

営委員会の中の意見交換の場でも指摘があったように伺っております。 

 一方で、応募団体にとっては、報告会に向けての準備というところが

新たな負担となり、応募をためらうことにもつながらないかという懸念

をしております。 

 昨年度は、年度末に成果報告書を提出していただき、市のホームペー
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ジに掲載することで周知を図っていますけども、より効果的な広報や機

運醸成のために方法をどうすべきかを、また引き続き検討は続けていき

たいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  昨年採択された5団体の実績報告書をホームページで見させていただ

きました。本当にどの団体もすばらしい実績報告でした。2023年、2022

年の実績報告書は探し切れなかったのですが、公開はされてらっしゃる

んでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田政策企画課長。 

○黒田政策企画課長  昨年度の実績報告については公開していますけれども、以前の実績報

告につきましては公開をしておりません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  大変よい取組になっていますので、過去の2年間の実績というのは、

載せるということは、もうお考えではないのでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 黒田政策企画課長。 

○黒田政策企画課長  公開するように進めてまいりたいと思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  本市ホームページから、まちづくり助成金の実績というのがたどり着

けないんですけども、それ、直接入力して検索すれば、実績報告は出て

くるんですが、ホームページからというのはできないのでしょうか。ご

めんなさい、できるのかもしれないんですが、恐らく私はそこへ行けま

せんでしたが。ホームページからたどり着けないのであれば、改善がで

きないのかということをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  黒田政策企画課長。 

○黒田政策企画課長  多分、恐らく行政情報からのまちづくり助成金の検索はできると思う

んですけれども、分かりやすい、検索しやすい方法を、検討していきた

いと思います。改善していきたいというふうに思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  改善が必要かなというふうに思われるのであれば、ぜひよろしくお願

いしたいと思います。 

 また、広報あきたかたにも実績報告等のリンクがあれば、市民参加促

進ができるのではないかと思いますが、広報等に、採択とともに、特に
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実績報告、そういったところのリンクを貼るというところのお考えをお

聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  そういう取組も、改善としてやっていきたいと思います。いずれにし

ても、多くの方に知ってもらう必要があると思っています。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  市民参加型で安芸高田市がさらに盛り上がることを期待しまして、い

ろいろ改善のほうを検討いただければと思います。 

 続いて、大枠3点目、有害鳥獣対策についてです。 

 向原町では、子供の多い住宅地、登校路に猿が頻繁に出てきたり、野

菜の被害の声をよく聞きます。あるところでは家の中にも入っていたと

聞いておりますし、私も、6月上旬なんですが約20頭の猿の群れの移動

を目撃して、ぞっとしました。向原町のプールも猿のすみかになってい

たり、体育館や武道館、中庭など、学校の施設にも猿が入ってきており、

子供たちの学校生活、また住民の生活環境にも影響がある状況です。 

 令和6年に策定された安芸高田市鳥獣被害防止計画によると、猿被害

の傾向として、特定の地域で目撃情報や被害情報が寄せられていたが、

近年では猿の行動範囲も広がり対応に苦慮している。被害は家庭菜園の

野菜が多い、猿専用の囲いわなやくくりわなで捕獲対策を講じているが、

特定の場所に居座らず出没しているため容易に捕獲することができない。

生息頭数は増加の傾向にあり、予断は許されず、対策の向上が求められ

るとあります。 

 そこで、以下、4点伺います。 

 （1）令和4年度捕獲実績では猿12頭捕獲とありますが、最も捕獲頭数

が多い地域はどこか、教えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 12頭の内訳ですけども、八千代町が11頭、そして甲田町が1頭となっ

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  捕獲が、八千代が11、甲田が1ということですが、目撃情報というの

が件数として出ているのであれば、どの地域が多いかというのを教えて

いただけますでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 小櫻産業部長。 

○小櫻産業部長  目撃情報ですけれども、それぞれ寄せられております。美土里町とか
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向原町、白木町井原、甲田町、行動範囲も広いので、それぞれ各地区、

特に隣接した町からの出入りもありますので、そちらのほうでかなり多

く寄せられている状況でございます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  八千代の11頭の捕獲というのは、どういった手法での捕獲になるか教

えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 小櫻産業部長。 

○小櫻産業部長  こちらのほうの捕獲は、囲いわなという形で、4メーター角の大きさ

の檻に猿が落ちていくというか、そういうふうに中に誘い込むような形

のわなで捕獲したものでございます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  続いて、二つ目の質問に移ります。 

 この3月に、向原町長田の団地で捕獲された母親猿にＧＰＳを付けて、

行動範囲や生息地の把握に努めていると聞いておりますが、現状、どの

ような成果が上がっているのかお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 ＧＰＳで通信できたところの位置情報が記録されて、何日にどこにい

たかが図面上にプロットできるようになっております。 

 3月7日の長田から芸備線沿いに、3月14日ぐらいに白木町井原まで南

下をしておりました。そして、3月28日頃には、今度は、また甲田町下

小原まで移動をしたという記録を取ることができております。 

 担当者の報告では、6月3日に地域の方と一緒に現場を確認に行ったと

きに、道路を横断する群を見つけたということで、20頭ぐらいの集団を

形成しているということを確認しております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  私も、ｔｅｇｏｓの方、地域農家の方と現地調査に、猿、特に空き家

をすみかにしているんじゃないかという疑いを持って現地調査に入った、

それが終わった後に恐らく同じ20頭というのをお話があったと思うんで

すが、その成果で行動範囲が分かっているということに対して何か策を

講じるとか、それに対してどのような計画を持って対策をしていくとい

うのは決まっているんでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 小櫻産業部長。 

○小櫻産業部長  今、市長のほうも答弁があったんですが、行動範囲が分かりました。
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今のＧＰＳのデータ、大体3時間ごとの行動範囲を地図にプロットして

いくことができるんですけども、そちらのほうで行動範囲が分かったこ

とで、囲いわな等の設置についても、どこが有効であるかというのも、

これからできると思います。また、わなを設置するに当たりまして、ど

うしても地域の皆様の御協力とか啓発等も必要なので、そういうことも

この行動範囲が分かったことで、今後、対策していく事項になると思い

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  続いて、3番目の質問に入ります。 

 令和6年度から8年度までの猿の捕獲計画数は、年間120頭と令和4年度

の10倍の計画目標でありますが、昨年度の頭数についてはどうだったん

でしょうか、教えてください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 捕獲頭数については、令和6年度は八千代町で1頭、そして令和5年度

が、八千代町で2頭、甲田町で1頭の実績となっております。防止計画で

は、近年の猿による被害報告を受けて、捕獲頭数を上積みしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  年間120頭の目標を立てられているんですけど、4年度の12頭よりかな

り捕獲頭数が下回っているという状況なんですけれども、四つ目の質問

に移ります。 

 今後、120頭の捕獲頭数の計画を実施するために様々な取組ですよね、

囲いわなとか、先ほどありましたけども、120頭の計画を実施するとい

うのは、去年、その前が2頭とか3頭とかそのレベルで、4年も12頭だっ

たのが減っている状況の中で、今年度、来年度も120頭の捕獲計画を立

てられています。どのような取組を実施に向けて考えられていらっしゃ

るのか、お聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  相手が、猿といっても、大変賢い動物ですんで、人間を上回るような

行動をしてくれますんで、なかなか思うように取組をしても実績が上が

らないという状況です。 

 しかしながら、現在、猿の対応については、人に危害を加える可能性

が十分にありますので、担当課が、関係機関と協力をして、地域の方と

研修会を計画しているところです。地元の協力を得て猿用の囲いわなを

設置することが考えられますが、捕獲器を置いたとしても、なかなか、
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先ほど言ったように賢いものですんで、捕獲ができない状況です。 

 日頃より、食物の残骸を適正な処理、畑への侵入防止や、出没があっ

た場合、鳴り物とか、花火などを使った追い払いを行うなど、わなに入

りやすくする取組も併せてやっていく必要があると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  寄せない取組として、昨年は国費で猿の習性や最新の知見や正しい知

識を共有する研修会がアージョで実施されたと聞いております。 

 今年度は国費は付けてないということはあったと思うんですが、猿が

多い向原、先ほど地域で研修会を考えているということだったんですが、

特に、ほんと猿が子供たちの多いところに出ております。そのような猿

の習性等、対策等ができるような研修会を、向原なのか、出没の多い、

被害が多いところなのか、もう少し、アージョ1か所ではなくて、地域

とともに考えていくっていうところのお考えがないか、お聞かせくださ

い。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  研修会をやる以上は、やっぱり実効性のある、効果のある研修会でな

いといけないと思いますんで、そういった開催場所の検討等も含めてい

きたいと思います。 

 先日も、教育長から報告があったんですけども、向原中学校の武道館

の屋根に何頭かおる写真を見させていただきましたけど、そういう状況

が日頃からあると思いますんで、そういったところも含めて考えていき

たいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  火薬銃とか、音での威嚇であるとか、集団で猿を山へ追い返すとか、

箱わな設置に関わる餌づけの協力など、地域とか集団ぐるみで対策を取

るということが大変必要だというふうに聞いております。 

 今後配置される集落支援員さんとか、地域と行政の橋渡し役というこ

とで活動されるんだと思うんですが、このような有害鳥獣対策の相談と

か地域の取りまとめといったところにもしっかり入っていただけるのか

どうか、お聞きします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  集落支援員については、地域の課題を把握していくというふうなとこ

ろが役割となっております。広く捉えれば、そういった有害鳥獣の被害

というところも住民の皆さんから相談として聞くことというのはあるは

ずですので、それを適切に市役所の関係課につなぐという意味では、そ
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ういうことも役割としては入ってくると思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  4月に入ってから、4、5、6月、18件の熊の目撃情報、実はこれ、6町

全域に熊の目撃情報というのが学校の連絡用のすぐーるで、私は毎日、

18件入っているのを確認しております。 

 安心安全な暮らしのために、熊、猿、人間に危害を与える可能性のあ

る有害鳥獣対策を市としてはどのように考えていらっしゃるのか、お聞

かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 小櫻産業部長。 

○小櫻産業部長  今おっしゃっていただいたとおり、熊が今年はかなり出ております。

同一の熊か分かりませんけれども、かなりの頻度で目撃がされておりま

す。 

 本日も情報がありましたので、学校のほうとも連携をして、クマレン

ジャーのほうで下校時の見守りをするという取組もしております。 

 ただ、猿も熊も一緒なんですけど、なかなかすぐに捕まえる、特に熊

なんかはそうなんですけれども、捕まえるというのはなかなか難しいの

で、情報を早く出して、そういう事故が起きないようにしっかり取り組

んでいきたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  熊や猿などに遭遇した場合の、子供たちがどのような形で危険を回避

するかとか、そういったような指導というのは、特にはないんでしょう

か。熊よけの鈴があるとかありますが、例えばそういう猿とか熊が出た

ときというのは、子供たちに対しての対策、周知、考えていらっしゃれ

ば、お考えをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  現在、そういうような研修とかというものを持ってはおりませんけど

も、これは、また担当課とも協議をしたいと思いますけども、県、ある

いは県全域のそういう対策協議会、そういったところで研修をできるよ

というようなものもあったと記憶しておりますので、そういったところ

を、学校とも連携をしながら、取り組めるところから取り組んでいけば

というふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  熊においては、すぐーるだけで18件入っているんですが、お太助フォ

ンとかＬＩＮＥには、熊の目撃情報というのは住民に対しての注意喚起、

情報提供というのはされてない状況ではあるんですが、すぐーるに熊の
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情報は来るんですけども、住民に対して、恐らく子供に対しての注意喚

起で保護者のほうに入ってくるんだと思うんですが、住民のほうに対し

ての注意喚起等はどのようにお考えなんでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 小櫻産業部長。 

○小櫻産業部長  特に今年、高宮のほうが多いんですけれども、そちらのほうについて

は、お太助フォンとかで周知等をさせていただいたり、夜遅かったら近

所の方がいらっしゃるとこには、ちょっと連絡を取ったりというのはさ

せていただいております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  出没の多いところに対して、お太助フォンを限定的に流しているとい

うところだったんだと思うんですけど、夜警の情報とかというのもお太

助フォンに出てたりしましたし、住民の人に注意喚起というところで、

手法をいろいろ考えていただければいいのではないかと思っております。 

 続いて、最後、大枠4点目の道徳教育についてです。 

 少子高齢化や人口減少、核家族化も進み、多様性の時代、ＡＩと共存

し複雑な社会を生き抜く子供たちの生活や教育環境を整えていくのは大

人の責務であると考えています。また、昨今、家庭内トラブルで家族間

での殺人や、子供同士の殺人未遂事件など、耳を疑いたくなるような事

件が多く起こっています。本市としても、安心安全な子供たちの環境を

教育も含めてどのように整えていくか、真剣に考えるべきじゃないかと

思っております。 

 本市教育基本理念として、未来に生きる力を育む安芸高田協育の推進

が、令和7月3月に改訂され、公開されています。学校、家庭、地域、行

政が子供たちを協力、協同、協働して育てていく協育を指し、本市の全

ての子供たちをみんなで手を携えて育くむことを目的にしております。

目指す姿として、当事者意識を持った社会のつくり手を目指して、自ら

考え行動することができる人材の育成としております。それを支える四

つの施策としては、協同学習、個別最適な学び、ＩＣＴ教育、未来チャ

レンジ探求学習があります。未来に生きる力を育むこともとても大切で

す。猪掛新教育長の下、安芸高田協育の推進を願っております。 

 現代社会においては、他者を尊重し共感できる能力が求められており、

道徳心は、多様な人々が共存する社会における調和、そして平和な共生

に不可欠な要素であるといわれております。 

 道徳教育は、教育基本法や学校教育法にのっとり、自己の生き方を考

え、主体的に行動し、自立した人間として他者と共に生きるための基盤

となる道徳性を養うことを目指しております。道徳科の授業では、考え

議論する道徳への質的な転換を図り、道徳的な判断力、心情、実践的意

欲と態度を育てることが求められております。未来に生きる力とともに
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道徳心をしっかり持った子供たちの育成というのが大切ではないかと考

えます。そのためにも、本市において、道徳教育、及び道徳的活動の推

進の必要性を感じておりますし、住民の方からも、ぜひ道徳教育、何か

大事なところが失われているんじゃないかというような声も聞いており

ます。 

 そこで、以下、3点伺います。 

 一つ目、文部科学省は、児童生徒が生命を大切にする心や他人を思い

やる心、善悪の判断などの規範意識等の道徳性を身につけることの重要

性を示し、道徳教育の充実に向けた取組等を紹介しておりますが、本市

道徳教育において、考え議論する道徳に向けた授業改善等の取組がある

か、お聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  今、御指摘がありましたように、道徳教育については、平成27年の学

習指導要領の改正におきまして、特別の教科というふうにも位置づけら

れております。 

 社会の変化に対応し子供たちの道徳性を育むため、道徳教育が果たす

べき役割は非常に大きいと認識をしております。 

 本市では、毎年2回、市内の学校の道徳教育推進教師を対象に、道徳

教育推進協議会を実施し授業研究を行うなど、考え議論する道徳につい

て研修を行い、授業改善に努めております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  続いて、次（2）に移ります。 

 先ほど、推進会で推進されているということでしたけども、道徳教育

の推進において、現状、今、課題等というようなものは、何か持ってら

っしゃったりするのがあればお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  道徳教育は、学校教育の教育活動全般を通じて行うようになっており

ます。道徳の授業というのはもちろん、各教科、外国語活動、総合的な

学習の時間、及び特別活動のそれぞれの特質に応じて、児童の発達の段

階を考慮して適切な指導を行う必要があります。 

 学校において、それらの中核を担うというのが各校の道徳推進教師と

いうことになっておりますが、この現状において、この道徳推進教師、

若年化しておりまして、やはり人材育成というのが大きな課題だという

ふうに認識しております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  先ほども、教師の若年齢化ということで、多くの若い先生たち、ほん

とに入られてらっしゃると思いますので、ぜひ道徳実践、経験を積まれ
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て、子供たちの道徳教育を推進、学校として、市として推進していただ

ければと思います。 

 続いて、3番目の質問に入ります。 

 広島県教育委員会のホームページの豊かな心を育てるコーナーで、令

和2年度の向原中学校の家庭や地域社会との連携による指導の道徳実践

が紹介されておりました。その課題の一つに、今後は地域に根差し、郷

土への思いや願いを持つ方をゲストティーチャーとして招聘し、身近な

人材を生かした道徳教育の充実を図りたいとありました。 

 中学校統合を見据えて、地域とつながる道徳教材の開発も含めて、道

徳教育の推進を安芸高田市教育の要としていく考えがないか、お伺いし

ます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  御指摘のように、向原中学校の実践につきましては、ホームページで

も紹介されているとおり、非常に有意義な取組であったというふうに思

います。道徳教育というのは、学校教育の根幹をなすものであり、その

重要性や必要性については、先ほど来、議員の御指摘のとおりでござい

ます。 

 中学校統合を見据えてということでございますが、何を安芸高田教育

の要としていくかということについては、今後、国や県の方向、方針等

も踏まえ、決定をしていきたいというふうに考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  道徳教育の推進は、本市の課題として見受けられる学力低下や不登校

児童生徒の増加の解決の一助になるのではないかと私は思いますが、教

育長のお考えをお聞かせください。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  御指摘のとおり、今、社会環境というのが刻々と変わっております。

情報化が進んでいたり、核家族化が進んでいたり、そもそも人口が減っ

ていたりという、そういう状況の中で、やはり道徳教育の理念でありま

す、やっぱり生きる力を子供につける、そういう観点もございますので、

その辺はしっかりと対応していく必要があるというふうに考えておりま

す。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 小松議員。 

○小 松 議 員  猪掛新教育長にしっかりと対応していきたいというふうな答弁をいた

だきましたので、ぜひよろしくお願いします。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、小松議員の質問を終わります。 

 ここで、13時まで休憩とします。 
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～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ０時０５分 休憩 

午後 １時００分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので、発言を許します。 

 9番 山根議員。 

○山 根 議 員  9番、山根温子でございます。 

 通告に基づき、大枠2点、質問をさせていただきます。 

 まず1点目、災害対応の改善に向けてについてお伺いします。 

 災害は、いつ起こるか分からないと言われてきましたが、南海トラフ

地震に向けては、今起きてもおかしくないと言われてきています。市と

しても、災害時に向けた避難訓練やハザードマップなどを用意され、ま

た、災害対応に向けて、多くの企業等と連携協定を結ばれてきておりま

す。 

 本市にとって大きな被害を与えた令和3年8月11日からの大雨による災

害の記録には、住民避難についての改善の方向性が記されていました。 

 まずは、現在の時点で、住民避難についての改善がどのように進んで

きているのか、以下、（1）から（8）について伺います。 

 まず、（1）命を守る行動、①命を守る行動としての避難に向けての

ハザードマップの活用の周知や自主防災組織等での研修呼びかけについ

て、どのように進んできているのかお伺いいたします。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  山根議員の御質問にお答えいたします。 

 広報誌、地域や学校での防災講座、クリスタルアージョでの防災講演

会などを通じて、ハザードマップや避難行動についての啓発を行ってお

ります。 

 昨年度は、危機管理課職員を自主防災組織の活動に31回派遣をし、研

修を行ったところです。また、昨年6月には、居住地が土砂災害警戒区

域内の方、約5,000世帯を対象に、避難の必要性があることを通知をい

たしたところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  災害に対する皆さんの危機意識をしっかりと皆さんに通知するという

か、話をして、理解していただいていらっしゃると思いますが、その中

でも、令和6年6月の広報あきたかたに挙げていらっしゃいます、大体毎

年6月ぐらいに、災害に対して用意をしてくださいねという意味で広報

誌を使われてると思います。その中で、地域で協力して防災活動を始め

られている振興会の取組をよく掲載され、ほかに地域でも防災活動が広
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がっているとのことなんですが、現在はどれぐらいの地域が活動されて

いるのか、お伺いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  現在、どれぐらいの範囲、組織数で言いますと、83組織だったと把握

しております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  83組織ということですが、これ、全体が分かりますか。そういうのは

振興会の数なら、何振興会というのは分かりますけど、この防災に関し

ては、もうされているところの数でしか分からないということでよろし

いですか。今、83組織が動いているということですね。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  組織として結成されているのがそれぐらいということですが、実際に

どれぐらいの数の組織が、本当の意味でといいますか、活動されている

かというところは、十分な把握はできていないと言っていいと思います。 

 ただ、31回の派遣をしておりますので、それ以上の組織が活動を実際

にされていることは間違いないと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  広報誌には、また同じ令和6年6月の広報ですけれども、初級、中級と、

活動の取組をステップアップすることができるようなんですけれども、

このステップアップすることができるような、こういう初級、中級とい

う活動の取組は、どのようにされてきているのか、御説明をお願いしま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  広報誌には、このようなステップでやっていくこともできますという

ことは載せてはおりますけれども、実際、その組織組織によって、レベ

ルといいますか、例えば活動できるだけの組織の体制とか、災害に対す

る意識とかが違いますので、それに基づいてやってらっしゃるところと

いうのがあるというわけではなくて、その地域地域に応じた状態で、

我々、危機管理のほうでアドバイスしながらさせていただいているとい

う状態です。 

 今、広報誌に載せている、その仕組みに基づいて行っているというの

とはちょっと違うというところを御理解いただきたいと思います。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  広報誌には、初級、中級という書き方もしてありましたんで、どのよ
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うなランクでされているのかなと思いました。それぞれの組織によって、

いろんなやり方があるという、それぞれの地域に応じたやり方を進めら

れているんだなということでよろしいでしょうか。 

  （「はい」の声あり） 

○山 根 議 員  ②にまいります。 

 避難所の環境改善について、コロナ対策の徹底、また避難所混雑情報

（バカンシステム）活用の呼びかけについて、どのように進んできてい

るのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 大型扇風機や二酸化炭素測定器を配備したほか、令和6年度には、避

難所となる学校体育館、2施設に空調設備を整備をいたしました。また、

冬季の停電時における避難所開設を想定し、電気を使わない暖房器具、

いわゆるダルマストーブを主要な避難所に配置をいたしました。 

 感染症対策については、マスクや石けん、手指消毒液、消毒薬といっ

た衛生用品を備蓄し、換気による空気の入れ替えや手洗い、消毒の徹底

など、基本的な感染対策を徹底することとしております。 

 避難所の混雑情報のバカンシステムについては、広島県防災情報シス

テム、通称広島県防災Ｗｅｂに同じ機能が拡充されたことに伴い、本年

4月に利用を停止をしたところです。現在は、広島県防災Ｗｅｂで避難

所の開設状況及び混雑状況を確認することができます。これを市のホー

ムページ等で周知を図っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  避難所の環境改善については、大型扇風機、体育館の空調、ダルマス

トーブと言われておりました。 

 そこでですね、私から見ると、避難所の環境改善、生活環境を改善す

ることは、避難所に避難された方の健康維持にもつながることであると

考えます。というのも、避難生活で大事なのは、水分を取り、小まめに

動くことと避難所で医療活動をされたドクターが言われております。さ

らに、避難所の1人当たりのスペースが狭いと、長時間同じ姿勢でいる

ことが多くなったり、トイレを我慢して水分を取るのを控えたりすると、

そうすると何が起こるか、血栓、血の塊ですね、血栓が足に見つかる割

合が多い。さらに、避難生活でトイレを我慢しやすい傾向があるからか、

男性よりも女性のほうが血栓が原因の病気が多いという結果も出ている

とのことです。 

 今現在、安芸高田市も、避難所に向けていろんな対応をされていると

お聞きします。間仕切りテントや、組立て式個室なんかはまだですかね、

また教えていただけたらいいんですけれども、そういうもので、だんだ
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んと1人当たりのスペースというか、動きやすくなっているんではない

かと思いますけれども、この間仕切りテント等の居住スペースやトイレ

の設置基準なんかというものは、今、注目されております。スフィア基

準というものですが、紛争地の難民キャンプなどでの理想的な人道的対

応を定めた基準でありまして、具体的な数値を挙げられている、1人当

たりの居住スペースは、3.5平方メートル、畳2畳分よりちょっと広いも

のです、そして、トイレの数は、全体で20人に1基、男女比では、1対3

で女性を多くする、また、水道の蛇口の数は250人に1個、そして、本市

で進めている間仕切りテントや、組立て式個室はまたちょっと聞いてみ

ないと分かりませんけど、の使用などがあります。 

 今後に向けて避難所の生活における、この居住スペース、トイレの数、

間仕切り等への改善、どのようにお考えか、市長にお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 いわゆるスフィア・プロジェクトの留意については、理解をし、共有

をしているところであります。スフィア基準を満たすとなると、やはり

安芸高田市の財政や人員では、状況で、少し時間がかかるかなと思いま

すが、いずれにせよ、避難所の環境整備は必要なことだと思っておりま

すので、備蓄物資の整備など、できることから始めて準備を進めていき

たいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  スフィア基準に全て対応していくようなことを言っているわけではあ

りません。それぞれの自治体で、また、どういう災害が多いかとか、ど

こまでの災害が来るかということは、またそのときそのときで違うもの

でございます。 

 そんな中でも、ただ、先ほど申し上げましたように、ドクターが言わ

れているように、血栓というような、そういう病気の元になるような状

態にしないように、そのための避難所の在り方を、もっと避難される

方々の健康とか、そういうものを考えてやっていただきたいと考えて言

っていることでございます。これから、どうしても、人口の中で、高齢

者率が多くなります。そんな中で、さらに御自分の体をどのように動か

すかというか、維持していくか、そこも難しい方もいらっしゃったり、

いろいろな面で、皆さんの命、そして健康を維持できるような状況、対

応を考えていくべきではないかなと思いますが、そこのところについて、

改めて聞いてもよろしいですか。お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  山根議員のおっしゃるとおりだと思います。スフィア基準については、
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一つの基準として市のほうとしても捉えておりますんで、必ずしもこれ

を満たすだけの努力というわけではありませんが、そういった高齢者と

かハンディーのある方々が避難所でもしっかりと生活ができる環境とい

うのは、この避難所で整備をしていくのは必要だと思ってますんで、そ

の辺はしっかりと対応を考えていきたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  聞き忘れておりますが、そういう意味で、間仕切りテントなど、市の

ほうが間仕切りを使ってスペースを少し広くされているんだと思います

けれども、そこは、とてもいいことだと思いますし、今後についても広

げていきたい、いただきたい。さらに、この組立て式個室というのは、

使ってらっしゃいますかね。どこまで、スペースを広げるために、段ボ

ールのベッドとかというのもよく聞きますけれども、どういうことを安

芸高田市としては、スペースを広げて、避難した方の健康というか、健

康維持をするためにやってらっしゃることがあれば、教えていただきた

いと思います。お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 神田危機管理監。 

○神田危機管理監  この後の質問の答えをしてしまうようなことになろうかとは思うんで

すが、恐れ入ります。 

 コロナ対策に必要な資機材などとして、間仕切りテントなど、約100

張を購入をしております。間仕切りテントとか、あるいは組立てパーテ

ィションとかということで、間仕切り個室、組立て個室というものがど

のようなものか、多分同じようなものだと思います。避難所の中に設営

するものですから、それで広がるといいましても、その区画は広がりま

すが、それを広げれば、避難者の数が制限されてしまうというまた別の

面もあります。ですから、なるべくそのような配慮の必要な方は、区画

を別に設けるとか、例えば保健師さんに時々見ていただくとか、そうい

ったことをマニュアル化して対応をしているところでございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  お答えいただきましたが、災害対応の改善についてですので、どうし

ても重なって、それぞれに、1から8までって言いましたけれども、中身

が重なることも多いですので、そこのところは、またほかの場面になっ

てもお答えいただけたら、それでよろしいかと思います。 

 それで、②のコロナについても、間仕切りテント等の充実を図ってき

ていらっしゃるということが分かりました。また、どうしても避難所の

面積もありますし、なかなかたくさんは、そのテント、間仕切りのもの

を置くことができない、そういうときは、場所も変えるということも考
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えてらっしゃるということでした。それでよろしいですか。 

   （「はい」の声あり） 

○山 根 議 員  では、③にまいります。 

 換気のための網戸等の設置の検討について伺います。 

○石 飛 議 長  今、大枠1の（1）の命を守る行動の質問をずっとされていたと思うん

ですが。 

○山 根 議 員  もう一回。 

○石 飛 議 長  山根議員。 

○山 根 議 員  ちょっとページを飛ばしてしまいました。失礼いたしました。 

 コロナのほうにいったということで、そっちに飛んでしまいましたけ

ど、③ですね、車両避難、知人宅等への避難、建物内での垂直避難など、

避難所以外の避難の選択肢を増やすことについて検討を呼びかけるとの

ことですが、どのように進んでいるのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 令和4年、株式会社ウエストホールディングス（ニュージーランド村）

ですね、そして株式会社イズミ、丸伸企業株式会社、これは浅塚の土砂

処分場となります、と協定を締結させていただき、車両避難のための利

用が可能となりました。あわせて、車両避難について、市広報紙で周知

をいたしたところです。 

 令和6年3月に行ったクリスタルアージョでの防災講演においても、講

師から避難行動の選択肢についての講演がありました。避難先の選択肢

は指定避難所だけではありません。これからも、市民が的確な避難行動

が取れるよう、広報誌やホームページ、防災研修等で正しい防災知識の

普及に努めてまいりたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  車両避難も3か所にお願いをしているということで、これは、お願い

をして、さらに、災害が起こったときに、車両としては、何台ぐらいが

お願いできるのかというのは、分かりますでしょうか。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  まず、車両避難として一番に思いつくのが道の駅あきたかただと思い

ますが、一応、数字上は、データ上は176台です。それから、ニュージ

ーランド村のところが320台、それから、ゆめタウンさんのところ、屋

上が180台で、平面駐車場が272台、それから、丸伸企業さん、甲田の土

砂処分場のところですが、770台とあります。 

 ただ、あくまでもこれは数字上でございまして、例えば、車両避難と

いうことですと、近くにトイレがあったほうがいいとか、あるいは自動

販売機があったほうがいいとか、あるいは、例えばゆめタウンさんとか
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道の駅ですと、ほかの一般の方もいらっしゃいますので、単純にこの数

字上だけでいくというものではないというところは御容赦いただきたい

と思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  そうやって、皆さんがいろんな避難を、選択肢を持って動かれるよう

になったときに、ちょっとほかのほうに外れるかもしれませんけど、市

として、指定避難所以外への避難の状況、さらに、孤立した地域などの

情報や状況の確認、避難者の人数や日用物資等についての情報などをど

のように集めていくというか、対応を考えていらっしゃるのか伺います。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  指定避難所以外のところに行かれた場合のということだと思います。 

 残念ながら、その指定避難所以外のところ、車両避難も含めて、そこ

に市の職員を派遣するということが、なかなか災害の状況でできかねま

す。ですから、その情報を得るとすると、避難をされている方、例えば

どこかの地域の集会所にある組織が集まっていらっしゃるんでしたら、

そこから危機管理監のほうに御連絡をいただくとかですね、そういった

ことでしか把握ができないのが現状でございます。 

 それから、必要な物資があって届けるというのも、なかなか難しいと

ころがございますので、その辺も、連絡を取りながら、もしできること

なら、本庁なり支所なりに物資を取りにいただけたら、ある程度お渡し

できるような体制は取りたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  それでは、次に参ります。 

 （2）コロナ対策についてです。 

 ①、現在、コロナは2類から5類となりましたが、基本的な感染症対策

の徹底については、どのように図られているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症は、5類感染症に移行をいたしております

けども、避難所における感染対策については、引き続き取り組む必要が

あると考えております。新型コロナウイルス感染症に係る避難所運営マ

ニュアルに基づき、手指の消毒やマスクの着用、換気などの基本的な感

染防止対策の徹底を促していきたいと思っております。あわせて、避難

所の開設情報と混雑情報も広島県の防災Ｗｅｂで配信をいたします。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 
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 山根議員。 

○山 根 議 員  では、次に参ります。 

 ②ここのところは、御質問するのは感染症対策に必要な資機材、間仕

切りテント等の充実を図ることについて先ほどお伺いしたところでござ

いますが、そこの充実を図っていらっしゃるということで、次に参りま

す。 

 ③換気のための網戸等の設置の検討について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 令和4年度に、指定避難所となる学校体育館4か所とクリスタルアージ

ョの設置可能な窓に網戸を設置いたしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  それでは、次に参ります。 

 ④避難所混雑情報（バカンシステム）の活用周知について。 

 先ほど（1）の②において話していただいてますが、1点、バカンシス

テムが、どれぐらいの利用をされているかとか、その利用することにお

いて、混雑してて、ここはもう混雑してますからといって、見られる方

が自分で決められるので、なかなか分からないとは思いますけど、使わ

れていて、職員が39ある避難所に就いているわけですよね、その避難所

にいる職員が、今、何人ということを入力し、それを見た市民の方が、

ここはいっぱいだからこっちにしようということを考えて動かれるとい

う成り立ちかなと思うんですけど、それで合っていれば、そういう中で、

今まで、回数的には、令和3年が第1回目だったと思いますけれども、そ

のときに、混雑は回避できたか、ちょっと難しいところがあったか、そ

こをお聞かせいただきたいと思います。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  残念ながら、このバカンを利用した件数といいますか、何人の人が、

今、どれぐらいバカンを見ているということが、把握ができていないの

が現状でございます。一度ですね、昨年でしたが、台風8号のときに、

99というアクセス数、99、これが少ないのか多いのかというところです

が、その99の中には、職員自身が見に行っているケースが随分あるんで

す。ですから、令和3年のときのアクセス数というのは把握ができてお

りませんので、実際、どれぐらいの利用があって、どれぐらいの利便性

というところがあるかというのは、残念ながら把握できていないのが現

状でございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 
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○山 根 議 員  なかなか把握できてないということですけど、今、現に、どういうん

ですか、バカンの基が県に行ったということになるんですかね。県が対

応する。その中で、いかに安芸高田市のバカンを使った避難所を探す行

動を広げる。バカンを使ってくださいねと言ってても、どういうふうに

使うのか、先ほども私がこうでしょうかねといって言わなきゃ分からな

い。それぞれの避難所に職員が就いて、その数をインプットして県に流

す。それで、県のところへ持っていって、市民の方が、避難者の方がど

こに行けばいいのというのをそこで確認をするということになると思う

んですけど、それを広げてしっかり利用してもらうには、何が必要とさ

れるのか、そこのところは押さえられているんでしょうか。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  まず、バカンは、もう使用はしておりませんで、今は、広島県防災情

報システム、広島県の防災Ｗｅｂを見ていただくと、そこに混雑状況が

分かる仕組みになっているということです。ですから、県の防災情報シ

ステムでバカンを使っているわけではないということは、御理解いただ

きたいと思います。 

 県の防災Ｗｅｂは、避難情報のほかに、様々な、今の避難の発令情報

だったり災害の情報、天気の情報、いろんなものが載っております。そ

の中の一つとして、避難所がどこが開設されているかというのが見れま

して、そこをクリックすると、どれぐらいの混雑状況になっているとい

うのが分かるという仕組みです。ですから、利用の仕方といいますか、

防災メモを見ていただいて、そこで目的の避難所を見に行っていただく

と、利用される方からしてみたら、そういうことです。それで、入力す

る側は、もちろん職員が今の混雑状況を入力するという作業が必要にな

りますが、そこは、利用される方は、特段気になさらなくていいのかな

とは思っています。 

 周知については、やはり広報をするしかないかなというところなんで

すが、あとは自主防災組織などで啓発させていただくということになろ

うかと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  （3）にまいります。 

 避難者への情報、①掲示板やホワイトボードでの情報提供の検討につ

いては、どのように進んできているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 必要な情報については、掲示板やホワイトボードを活用し、あるいは

紙などに書いて貼り出す等、また、館内放送を利用するなどの方法で避

難者に対して適切に情報提供を行うこととしております。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  これについては、39の避難所がありますけれども、どこの避難所でも、

こういうことをやりましょうと、小さくても大きくても、情報提供をす

るように検討されて決められたということでよろしいですか。 

○石 飛 議 長  神田危機管理監。 

○神田危機管理監  全ての避難所で、このような対応ができれば、取るということでござ

います。つまり、例えばホワイトボードがないところもあるやもしれま

せんが、そこにある掲示板、あるいはホワイトボードなどで取るという

ことでございます。ただし、39の避難所、全てを市の職員が直接開くこ

とができるかといったら、なかなか難しいところがございます。市民の

皆さんの、避難される皆さんの御協力が必要かと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  それでは、次に参ります。 

 ②スマホやタブレットからの情報収集のため、Ｗｉ-Ｆｉ環境やマル

チ充電器の整備の検討については、進んでいるのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 避難所となる各町の文化センターにはフリーＷｉ-Ｆｉが整備されて

おります。避難所において、延長コード等やスマートフォンの充電に対

応したポータブル電源を備蓄はしておりますけども、一斉に避難された

場合は、数が十分でないため、非常用持ち出し品として、携帯電話等の

充電器を持参して避難していただけるように呼びかけをしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  では、次に参ります。（4）ペットについて。 

 避難所におけるペットの対応について、旧町単位で1か所はペットの

受入れができるよう検討するということでしたが、これについて、どの

ように検討されたのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 避難所となる各町の文化センターについては、ペットスペースを確保

し、ペット同行の避難を可能といたしました。受入れの条件として、ケ

ージやリード、餌、マナーパンツなどの用意をしていただくこととして

おります。 
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 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  このペットについては、ペットはもう本当に家族のように思ってらっ

しゃる方もいらっしゃいます。以前の災害のときに、そのおうちの方が

1人だけが残って、この子を見てやりたい、ほったらかしにできないと

いって残られた方がいらっしゃる、そういう話も聞きます。 

 ですので、やはりどこかでペットは受入れができるような形を取らな

いと、今、本当にペットを飼っている方が多くなっています。それも、

子供のように、看取りまでしっかりとされる方々はいらっしゃいます。

そんな中で、もう家族と一緒に思って動かれる方の対応がしっかりと、

ケージとリードを持ってということで、もう一つありましたね、ケージ

とリードと何だったかな…… 

    （「餌と」との声あり） 

○山 根 議 員  餌と、はい、失礼いたしました。それを用意して行くということで。 

 それがですね、この災害対応の改善の方向性をまとめられたところで、

ペットについては、再検討するということで、検討がまた持ち越して、

なかなか決まらず、再検討の中で残って、今、市長が言われたように、

ちゃんと検討、可能性を認められたということで、大変ペットを飼われ

てる方も安心されたと思います。 

 次に参ります。 

 （5）に参ります。配慮が必要な方への対応。 

 ①乳児同伴、要介護者、体調不良者、障害がある避難者等に対して、

個室や間仕切りテントなどの準備について、どのように進んできている

のか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 避難所において配慮が必要な方に対しては、ワンタッチパーティショ

ンや段ボール間仕切りでスペースを確保するだけでなく、別の部屋に御

案内するなどの対応もすることといたしました。現状、ワンタッチパー

ティション、段ボール間仕切りなど、合わせて約300セットを備えてお

ります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  配慮が必要な方への対応もしっかりとしていただくようになっている

ということで、はい。 

 ただですね、私、思いますが、いろんな企業や業者の方々との中で、

協力要請、協定を結んでいらっしゃいますよね。そんな中で、要配慮者

への避難援護についても協定を結ばれているところがあるというのを、
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ちょっと調べて出てきました。そういう協定を結ばれたところと、場合

によりますけれども、災害によっては、その協定を使われてお願いをす

ることも必要になるかと思いますので、割と話を聞くと、遠慮されてい

るところがあるようにお見受けします。でも、あの相手の業種によって

は、しっかりと対応をすることを考えて言ってくださっているんだとも

思いますので、そういうところも、協定はただ結ぶだけではなく、しっ

かりと協力を仰いでいただけたらと思います。 

 （6）にまいります。指定避難所へ行けない方。 

 ①地域での対応や近隣集会所等への避難について、自主防災組織や地

域振興会と連携し、対応できるよう進めるとされた協議検討は、どのよ

うに進んできているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 自主防災組織との連携・協力による避難所運営体制の構築や地域の安

全な近隣集会所等への避難、避難する際の近所の方への声かけを自主防

災組織や地域振興会のほうへ呼びかけをしております。 

 また、避難行動要支援者の支援についても取組を進めているところで

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  ②にまいります。 

 近隣集会所等への避難者に対する食糧等物資の対応についても、支所

等へ取りに来てもらうなど、平時から連携を図ることについて、どのよ

うに進んできているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  指定避難所以外に避難された場合は、毛布や食糧等の物資は、本庁や

支所まで取りに来ていただければ、対応をするということになっており

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  この先ほどの①と②に出てくる、近隣集会所という言葉が出てきます

けれども、これは案外、私の住んでいるところの近くの集会所では、高

宮という原田という大きな地域、来原でいいか、中でも土砂崩れによっ

て集会所が危険な状態、もう壁までばあっとこう、何メートルも高い土

砂が窓を押さえてくるような状況になっておりました、何とか地元の

方々のお力でそれを、土砂を避けることはできましたけれども、集会所

だから安全ということでもないんだなと改めて思ったところでございま



65 

す。 

 そういう危機管理というか、地域的に危ないというところもしっかり

と、そこそこの地域でハザードマップを使って、ハザードマップだけで

は足りないかもしれない、その土地に住んでる皆さん方がしっかりと、

ここの危険性、ここは危ない、ここは何とかなるだろうとか、そういう

ところを判断をするのは地元の方かなとは思いますんで、そういうとこ

ろでしっかりと、指定避難所に行けない方、また、地域で避難をするよ

うな方々には、そこの押さえをしていただけたら、どうしても行けない

のであれば、安全をいかに求めていくか、安全であるようにしていくか、

そういうところの支援というか、協力というか、そこは、やはり危機管

理監のほうが、毎回、されてる、この年になると皆様にここを気をつけ

てくださいというのを流されますけれども、それをしっかりと流し、さ

らには振興会、地域の方々等にいろんな形で知っていただく、やられて

いると言われていましたけれども、それを広げていっていただけたらと

思います。 

 （7）福祉避難所についてです。 

 福祉施設と連携、協議し、マニュアルの見直しを検討することについ

て、どのように進んできているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 各福祉事業所とは、支援が必要な避難者の受入れについて協議を行っ

ているところで、協力をいただいているところですが、受入れスペース

や職員の人数、そして施設と利用者のマッチング、あるいは避難者の移

送手段など、多くの課題があるのが現状です。福祉避難所の在り方につ

いて、引き続き協議・検討を行い、マニュアルの見直しを進めてまいり

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  この福祉避難所についても、先ほどと同じように、やはり交わした協

定に基づいた協力を必要なときは求めてください。 

 次、（8）その他にまいります。 

 ①水害時において、避難が難しい避難所もあるが、ハード面での対策

は時間もかかるため、市民がハザードマップ等、危険箇所を再確認し、

日頃から避難について意識するよう啓発していくとのこと、どのように

進んできているか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 市の広報誌やホームページ、高校や自主防災組織の防災研修でハザー
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ドマップによる危険箇所の確認や災害への備えに関する啓発を行ってい

るところです。 

 先ほども言いましたけども、令和6年には、居住地が土砂災害警戒区

域内の方、約5,000軒に対して、避難の必要性があることを通知をさせ

ていただいたところです。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  ②にまいります。 

 非常用電源確保のため、ＥＶ車の利用協定等を進めることについて、

どのように進んできているのか伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 令和4年10月に、災害時における外部給電可能な車両等の支援に関す

る協定を広島トヨタ自動車各販売店と締結をいたしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  大枠2点目に入ります。 

 避難行動への対応について。避難所に行けない、あるいは避難所が使

えない場合の避難、及び車両避難者への対応について伺います。 

 （1）高齢者や障害者など、遠方の避難所への避難ができない方や道

路の損傷により避難所へ行けなくなった方への対応として、身近にある

民間施設等への避難を考えるケースが生じると思われます。今後のこの

ようなケースの対応方針を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 自主防災組織や地域振興会と連携した支援の仕組みを検討しているほ

か、事業所や商業施設等において、一時避難、滞在、一時滞在等の協力

要請を行うなど、被害状況に応じて必要な対応を取ってまいります。 

 指定避難所に限らず、平時から御自身の身を守れる安全な場所を確保

していただくことが大切だと思っております。逃げ遅れた場合は、今い

る場所で安全を確保できるよう、日頃から考えておいていただきたいと

いう啓発にも取り組んでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  （2）にまいります。 

 道の駅三矢の里あきたかたは、避難所に指定され、十分に車両避難所
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としても使えるものでございます。令和3年8月の災害については、なか

なか車両避難所としては使っていただけなかったというようなこともあ

りましたけれども、車両避難者への対応について、以下、伺います。 

 すみません、1、2、3をまとめて聞いてよろしいですか。 

○石 飛 議 長  一問一答でお願いします。 

○山 根 議 員  一問一答で。車両避難場所の確保状況について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  この車両については、先ほどの繰り返しになりますけども、道の駅三

矢の里あきたかたに加え、株式会社ウエストホールディングス、株式会

社イズミ、丸伸企業株式会社と協定を締結し、各事業所の施設が車両避

難所として利用が可能となっております。 

 災害の状況によっては、協定の有無にかかわらず、市内の事業所や商

業施設に対し、避難場所提供の協力要請を行うことも想定をしておりま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  ②車両避難場所における対応状況について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 車両避難場所には、職員は常駐できません。基本的には、避難者自身

が、安全な避難場所に避難していただき、必要なものを用意をしていた

だくこととなります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  ③にまいります。 

 今後の対応方針について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 車両避難の選択をされるケースも少なくないと思います。車両避難者

も支援の対象であることに変わりなく、特に避難期間が長期にわたるケ

ースでは、物資や食料の提供、健康管理など、支援の仕組みを検討して

おく必要があると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 山根議員。 

○山 根 議 員  年月とともに、避難の選択肢が増え、情報の伝達方法も変化してきて



68 

います。今後の市長としての災害対応へのお考えを最後に伺って終わり

にしたいと思います。お願いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  近年の災害は、想像を絶する災害が来ていますんで、まず災害が起き

たら、初期行動として市役所にすぐ来て状況を職員から把握をし、適切

な指示を出すということを心がけていきたいと思っております。 

 以上です。 

○山 根 議 員  これにて、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、山根議員の質問を終わります。 

 おおむね1時間が経過しましたので、ここで、換気のため14時05分ま

で休憩とします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 １時５５分 休憩 

午後 ２時０５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 4番 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  4番、浅枝久美子。 

 本日、今まで、4名の方が非常に厚く質問をされて、ちょっと緊張し

ます。申し訳ございません。 

 新田議員、宍戸議員と一次産業の厚い質問、執行部の方の答弁、また、

小松議員、山根議員の質問、どちらのほうも一次産業の持つ力ですね、

発揮できるなと聞かせていただきながら感じておりました。 

 ここでしゃべると、私の通告がいきそうにないので、通告に基づき、

大枠3点、教育現場における食育について、一次産業がつくり出す関係

人口について、米価高騰についてを質問いたします。 

 まず、教育現場における食育について質問いたします。 

 本市の教育現場では、地域の事業所や農業者の協力で、事業体験や農

作物の栽培等、食育活動の一環として行っているところがあります。ま

た、給食時間には、栄養士の先生の来校による指導、給食センター制作

による動画放映、児童生徒による校内放送を通じて、食に関する周知等、

活発に行われている様子を感じます。 

 そこで、以下について伺います。 

 （1）給食時間について伺います。 

 先日、市内の小学校と中学校の給食時間を見学させていただきました。

その際、給食の配膳から食べ終わるまでの時間が短いように感じました。

短いと感じた理由として、イ）食べる時間に会話せず食べてちょうどい

い時間設定、ロ）給食を食べながら会話をする子どもは時間内に食べ終

わるのが難しい、ハ）飲み込んで食べている子どもが見られた、以上で
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す。特に小学校低学年が高学年と同じ給食時間なのは厳しく見えました。 

 そこで、学校園（幼稚園、保育園、小学校、中学校）の給食時間と現

状の評価、今後の具体的な施策について伺います。 

 ①学校園の配膳時間、食べる時間、片づけ時間を伺います。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  浅枝議員の質問にお答えいたします。 

 私のほうからは、保育園、認定こども園についてお答えいたします。 

 保育施設により違いはありますけども、おおむね11時30分から12時前

に配膳を終えております。給食を食べる時間は、個人差はあるんですけ

ども、おおむね30分から40分以内に食べ終えて片づけをしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 引き続き、答弁を。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  それでは、幼稚園、小中学校の状況をお答えします。 

 幼稚園では、配膳時間15分、食べる時間30分から50分、片づけ時間15

分というふうに設定をしております。 

 小学校及び中学校では、おおむね配膳時間15分、食べる時間が20分、

片づけ時間10分というふうに設定をしております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  では、次、②にいきます。 

 現状の課題について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  それでは、私のほうから、保育所と、やはり認定こども園についてお

答えいたします。 

 給食の配膳時間、食べる時間、片づける時間について、特に課題はな

いと保育施設のほうからは聞いております。給食センターに食器を回収

していただく時間まで、十分な給食時間が確保できているようでござい

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  続いて、答弁をお願いします。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  給食時間を確保するに当たっては、食べ始めるまでの配膳準備に時間

と手間を要しており、そのことが一番の課題であると考えています。そ

して、食事を取る速さについては、個人差が大きくあります。各学校で

は、一旦は食事を終える時間を設定はしておりますけども、すぐに片づ

けるというわけではなく、状況を見て、片づける時間を遅くしています。

しかしながら、食べる時間が短いと思っている児童生徒がいるのが現状
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であり、課題の一つと捉えています。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  では、次、3番に移ります。 

 今後の具体的な施策について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 同じく、保育所、認定こども園についてお答えいたします。 

 食育を通じた食習慣の形成と、和やかな雰囲気の中で保育士や他の園

児と食べる喜びや楽しみを味わい、様々な食べ物への興味や関心を持っ

て進んで食べようとする気持ちを育むようにしてまいりたいと思ってお

ります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  猪掛教育長。 

○猪掛教育長  昨年度から、中学校に給食支援員を配置し、今年度からは、全小学校

にも拡大をして給食支援員を配置をしております。 

 運用面において、まだ不十分なところもあるかと思いますが、給食の

配膳準備の時間をできるだけ短くすることで、児童生徒が食べる時間を

確保するとともに、教職員の働き方改革を推進していきたいと考えてお

ります。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  先日の見学のときに、支援員の方も一緒にお話をさせていただいて、

本当に、こういうことを入れていただいてよかったなという、生徒たち

も非常に助かっているという話を聞かせていただきました。 

 引き続き、そういうところも、しっかりと子供たちが理解して、給食

の時間で得られるもっと違うものを、知識として得ていただきたいなと

思います。 

 学校の給食で、地産地消、今、結構言われてると思うのですけど、先

日、5月23日の閣議後の会見で、文部科学省の方が、地域の食文化や産

業の理解、生産者への感謝も含めて、子供たちの食に関する理解を深め

るために大変有効と考えると学校給食の地産地消について述べられてい

らっしゃいます。また、ＣＯ２削減など、環境問題へのアプローチのほ

か、食育、地域への活性化にもいい影響を及ぼします。ぜひ、耕作放棄

地等を利用して、子供たち、生徒たち、児童たちが学校から飛び出して、

食育の一環として、自分たちの給食の食材を作っていくという、そうい

う活動、これからの世の中、食べるものを作る力というのは非常に生き

ていくために必要と考えられますので、どうかこのような考えを、今後、

教育委員会、市のほうとしても持っていただけたらなと思いますが、こ

のような提案についてお伺いいたします。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  御指摘いただきますように、地産地消という視点というのは非常に大

切なものだと思います。 

 安芸高田市の場合は、地場産のお米、それから地場産の野菜、そうい

ったものをできるだけ多く使おうということで、早くから地産地消の取

組を行っております。そうしたことから、県内でも、かなり地産地消の、

その品目の利用率というのは高いほうだと思います。 

 また、ＪＡ、それから近くの地域の農家の方、そういった方々と協力

をして、いろんな野菜の植え付けであるとか、そういった体験活動をし

ている学校もあります。全ての学校というわけではないですけども、や

はりそういったことの重要さというのは非常に感じておりますので、協

力が得られるところから、そういった活動を、広めていけばというふう

に考えております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  給食の時間というのは、準備から片付けまでが全て教育だと思ってお

ります。こういうことを全て含めて指導の充実を図るというのはとても

大切だと思うので、引き続きこういう環境問題、食料輸送とか、今言わ

れておりますＳＤＧsに関しても、学校教育の現場で一緒になって考え

ていけれたらなと思っております。 

 先ほど教育長の回答にありました、生きる力を子供たちにつけるとい

う小松議員の質問のときに言われた回答ですね。やはり命を支える仕事、

それが農業と思っております。子供たちが食に関わる一次産業を知り、

理解を深める、現場を学べる仕組みづくりというのを本市には期待して

いきたいと思います。 

 では、次の質問に移ります。 

 一次産業がつくり出す関係人口について。先日、八千代町で行われた

田植えイベントに参加いたしました。大変多くの消費者の方が遠方から

参加されました。食の現場を知りたい、今の農業を知りたい、ありのま

まの農業を感じたい、参加者からはそういった思いを強く感じました。 

 農林水産省のホームページにある令和7年5月付参考資料、改正基本法

に基づく初の食料農業農村基本計画には、多様な人材が農村に関わる機

会の創出により、地域にイノベーションを生み出し、地域の課題解決を

目指すとあります。関係人口の創出は、本市にとっても最も力を入れる

施策であり、協力する産業の活性化にもつながると考えております。 

 そこで、以下の2点について伺います。 

 （1）先ほどの田植えイベントは個人の市民が企画されたものです。

現状、本市での同類の農業イベントの取組を把握されているようでした

ら、現状の取組について、そして評価と課題を伺います。①現状の取組

について伺います。 



72 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 同類の農業イベントについては、現時点で把握はできておりません。

しかし、各地域で農業にまつわる多くの行事を開催しているということ

は現実としてあると思っております。春の花田植えの行事、秋の収穫を

祝う奉納神楽など大行事が行われ、市内外より多くの来場者がお越しい

ただいていると認識をしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次、②に行きます。現状の評価を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 地域で取り組んでいただいている田植えや稲刈りイベントなどを通じ、

地域の活性化につながっていると捉えています。このような取組が継続

され、交流人口から定住人口につながるきっかけになればいいなと考え

ております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次、③に行きます。現状の課題を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  課題についてですけども、継続していくことが一番の課題だと考えて

おります。一次産業から始まった伝統芸能、花田植え、神楽の後継者、

また地域集落での田植え、稲刈りのイベントなど、後継者不足により継

続することができず数年で終わるなど、継続していくには地域集落での

盛り上がりや担い手など様々な要因があると思いますが、継続し続ける

ことが重要であると捉えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  そうですね、市長。継続というのは大変難しいもので、私も今回この

八千代町のイベントで、八千代町の花田植えの方たちと一緒に活動した

んですけど、10年前に私も一度やって、間が空いて、今回9年ぶりとい

うことでさせていただいたんですが、そういうことも含めて、やっぱり

地元としては協力をどんどんしていって、コミュニティの構築にもつな

がるということを皆さんにも知っていただけたらなと思います。 

 様々な地方で関係人口につながるイベントというのは開催されていま
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す。関係人口の3要素、「1、手を動かす」「2、成長を見守る」「3、地

域と接する」だそうです。一次産業に3要素全て詰まっております。 

 最近あまりテレビを見てなかったんですけど、こないだテレビを見た

ら、ちょっと面白いせりふがあって、「何のために生まれて何のために

生きるのか。それは人を喜ばせることやと、人生喜ばせごっこや」とい

うせりふがありまして、すてきだなと思いました。本市が市民総動員で

ぜひ関係人口の方々に喜ばせごっこという作戦で笑顔を届けていければ

なと思っております。 

 では、最後の枠質問に移ります。米価高騰について。 

○石 飛 議 長  浅枝議員、（2）のほうはどうなりますでしょうか。第一次産業の

（2）。 

○浅 枝 議 員  失礼しました。飛ばしておりました。申し訳ございません。 

 （2）に行きます。関係人口につながるんですね。（2）関係人口につ

ながる農業関係イベント。農水省の多面的機能支払制度に取り組む制度

を利用して活動することができます。現状、本市での多面的機能支払制

度について伺います。①現状の取組組織の数を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 本市で多面的機能の支払交付金事業に取り組んでいる組織は49組織と

なります。そのうち関係人口に関連する資質向上の取組をされているの

は、24組織となっております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次の②に行きます。現状の評価を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 資源向上の取組の中で、地域住民参加型と都市農村交流型とがあり、

ほとんどが地域住民参加型の取組をされております。その中の幾つかの

組織が花田植えや収穫祭などを行っていると聞いていますが、詳細につ

いてはちょっと把握をしておりません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次に行きます。③現状の課題を伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 組織の中で世話をしていただいている方々が世代交代もできずに高齢
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化している組織が多く、提出する報告書等も多く負担となっていること

が課題となっております。 

 これについては、今年度から事務負担の軽減を図る措置として、様式

の簡素化や入力作業の省力化を加味した新様式に変更するなど、国も対

応策を講じている状況でございます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  そうですね。前回の一般質問でも、こちらの多面的機能のお話をさせ

ていただいたんですけど、市のほうも取組を増やしていきたいというお

話だったので、今回ちょっと質問に入れさせていただきました。 

 提出資料に関しては私も何年かさせていただくんですけど、非常に簡

素になってきたので、多くの方に参加していただいて、今日、新田議員

のほうからの質問にもありましたけど、こちらの制度を利用して解決で

きる部分もあるので、皆さんにもっと知っていただきたいなと思ってお

ります。失礼しました。 

 では、最後の質問に移ります。 

 米価高騰についてです。この質問、実は取り上げるかどうか非常に迷

いまして、というのも国の施策だというふうに言われる方もいらっしゃ

るのですけど、どうしても今回取り上げたくて、質問という形でさせて

いただきます。 

 連日のように報道されております米について、議員として、また本市

で稲作を営んでおります農業者の一人として、お店のお米が高い、備蓄

米が出たらお米が安くなるのかなど、様々な声を市民の皆さんから聞き

ます。ただ、時給10円と言われた稲作農家の現状ですね、10円と言われ

ていた稲作農業者は、現状の米価なら頑張れると気合を入れています。 

 そこで、以下2点について伺います。 

 （1）米価が上がっているとはいえ、稲作の現場は害虫被害や台風の

影響、2024年の収穫量は期待ほど多くなく、コシヒカリに関しては歩留

りが非常に悪いという厳しい状況です。長年の米価低迷により、稲作農

業者は減少し続け、現在、個人農家の約6割が70歳以上、後継者不足に

より耕作放棄地が増加する可能性が高いのが現状です。安定していると

は言えない農業界がさらに不安定になっている現状についてと今後の具

体的な施策があれば伺います。①現状について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  現状についてでございますけども、御存じのとおり米価が異常な高騰

となっております。昨年度の作況指数は、広島県で101と平年並みであ

り、全国でも101と平年並みでした。 

 米価高騰の主要な要因としては、2023年度の作況指数も平年並みでし

たけども、実際には猛暑による品質低下とインバウンドによる需要の増
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加が挙げられております。昨年夏からの米不足の兆候が現れてはおりま

した。現状、米価については、不安定な状況が続いていくんだろうと考

えております。 

 ただ、街中のインタビューとかを聞くと、値段が高い安いじゃなくて、

やっぱり農家の人がしっかりと農業ができる価格がいいんではないかと

いうことで、安易に安いだけを求めている皆さんもいらっしゃらなくな

っているのかなという思いもしたところであります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次、②に行きます。今後の具体的な施策があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  まさに、そこが国レベルの話というところになるんですけども、米価

高騰については市独自で具体的な施策については今のところありません。

今回の異常な米価高騰については、農家の方は本来は望んでないと思い

ます。国の施策により米価の価格が変動しており、最終的に生産コスト

に見合う米価で安定化が図れることを要望を上げていくことが必要と考

えております。そのことが魅力ある米づくりにつながるのではないかな

と思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  まさにそのとおりだと思います。 

 次に移ります。（2）加工米や飼料米を栽培されていた多くの農業者

は、現状の米価を考えると、今年は加工米や飼料米を栽培するメリット

はないと主食用米に切り替えられています。加工や飼料米についての市

における現状と課題、今後市独自での施策があれば伺います。①現状の

評価について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 加工用米はしょうゆやみそなどの加工に使用される米ということで、

飼料用米は家畜の飼料として使われております。どちらも主食用以外で

流通する米で、買取り価格が安く、作付等に対し交付金が支払われてお

ります。 

 今年度の作付予定状況は、御指摘のとおり主食用の水稲は昨年度より

47.3ヘクタール増えております。加工用米は約半分の38.4ヘクタール、

飼料用米は9割減の2.5ヘクタールとなっております。しかし、水田活用

の全体面積は、昨年度と比べ21ヘクタール減っている状況であります。 

 以上です。 



76 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  次、②を伺います。課題について伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 全国的な課題として、今まで市場で取引されていた供給が減ることで

の弊害が出ると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  では、次③を伺います。今後、市独自での施策があれば伺います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  加工用米と飼料用米については、市独自の施策は今のところありませ

ん。全国的な問題として政府で検討されていますので、今後はその動向

を注視してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  そうですね。もちろん国のお話の後ということは分かるんですが、そ

れを待っていては農業者がもたない可能性もあります。どうか市独自で

の御判断というのも期待しております。 

 令和の米騒動で注目を集めることになった今回の米なんですけど、3

月の一般質問のときに言いました、東京で行われました3月に、令和の

百姓一揆のお話を少しさせていただきます。 

 今年3月、東京で行われた令和の百姓一揆、約4,500人の参加者の一人

として参加させていただきました。私も、青山公園から代々木公園の

3.2キロですか、歩かせていただきました。すごかったです。出発のと

きは3,000人だったんですけど、最終的に代々木公園で4,500人になる。

それは、一揆の途中で沿道の方々が私たちの声に耳を傾けて、こんなこ

とじゃまずいという思いが一揆に1,500人の人、一緒の一揆に駆り立て

たという形になりました。 

 実は、農業者は一生懸命今作物をつくっているのは市長はよく御存じ

だと思うんですけど、なぜ今までこういう声を上げなかったかと、上げ

ることすらできないほど正直疲弊しておりました。現状もそうです。で

も、こうしてこの東京の駅の前に実は昨年12月に島根県の、御存じです

かね、吉賀町で農業者がまずデモを上げられるという、その流れであの

東京の一揆が開催されるということになったんですけど、こういう農業

者以外の方に思いが伝わるということに関しては、市長として何かお考

えがあったらお伺い願いたいなと思います。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  私もかねがね思っているんですけど、農業というか、私も米をつくっ

ているんですが、米、水稲農家はやっぱり自分で価格は決められない、

本当にしんどい仕事というか、分野だと思うんですよね。肥料も、農協

とか、いろんなところで決められた高いものを買って、肥料、農薬、い

ろんなものがその分野で決められたものを使って一生懸命つくったお米

を自分で価格が決められない。そういう虐げられた部分も、ずっと農家

の部分には歴史的にあると思うんです。 

 そういった意味で、今回、浅枝議員がテレビで映ったのをちらっと見

させていただきましたけども、百姓一揆に参加されて、そういう思いを

中央といいますか、日本全国へ向けて発信されたということは大きな成

果というか、取組だと思っています。 

 そういった意味で、これからデモとかそういうものが全て起こってい

いというものでもないんですけども、やっぱりそれだけ農業が置かれて

る状況というのが厳しいということは、もうそういう行動に出ざるを得

なかったということだと思うので、そういったところはやっぱり市の一

次産業が安芸高田市にとっても大事な分野ですので、農家の皆さんと思

いを共有しながら、農業施策というのは展開をしていかないといけない

なと思っております。 

 午前中も言いましたけども、農家の皆さんを対象に、野菜づくりとか

水稲を含めて、対話集会でそういったものもしっかりと酌み取りながら、

市として何ができるか、即やることを長期的にやることもあると思いま

すので、そういったとこも考えていきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  そうですね。デモとか一揆とか言うと、何かを否定とか批判とかする

ように思われる方がいらっしゃるんですけど、今回のはそういうものは

一切なくて、本当に消費者の皆さんに現状の一次産業というものを知っ

ていただきたいという思いがあってみんな集まっております。 

 全て誰が悪い、こうが悪いんじゃなくて、現場の私たちも声を発しな

かったし、お分かりだと思うんですけど、数字はあまり弾かない一次産

業の方たち、思いでつくるという方が多い中では、そういう反省の部分

もあります。 

 ただ、今まで起こったことをどうこう言ってもしようがないので、こ

れからどうやって次の世代に引き継いでいくか、そういうことを考える

という意味で私たちは動いていきたいなと思っておりますので、ぜひ安

芸高田市も、そういう思いがある人たちが日本にいるんだというのを皆

さん知っていただいて、一つ食という部分に関して、関係ない人はいな

いと思います。皆さん何かしらものを食べていらっしゃると思うので、



78 

ぜひ関心を持っていただいて、いろんなことを考えていただければなと

思います。 

 実は、広島でも来月決定しました。あまりこういうことは宣伝するの

もあれなんですけど、なかなか同調していただける方がいらっしゃいま

せん。ただ、先ほど言いましたように、私たちは日本の食を守っていく

という、そういう使命みたいな部分ではなくて、本当に農業者というの

は、そこの目の前に田んぼ、畑があれば種をまいて、家畜がいれば、生

き物がいれば一緒に生活をするという生活を当たり前にしてきた人間た

ちです。みんなそういう人たちなんですね。だから、そういうことを知

っていただいて、一人でもそういう形を、関係人口じゃないです。本当

に一次産業の人たちと交わっていただいて、日本という国をもっと豊か

な楽しい国にしていきたいなという気持ちでおりますので、ぜひそうい

うところは、安芸高田市一緒になって、一次産業、主要部門で産業なの

で、一緒にやっていきたいなと思っております。 

 そういう面に対して、最後に市長にとって食というのは何かというの

を伺って終わりにしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  食というと生きていく上で最低限必要なことだというのは、それはも

う当たり前のことなんでしょうけども、もうその食からやはりいろんな

ことに展開をするんだろうと思います。生きる上でのどうしても必要な、

食べるだけではなくて、食というのは。それにつながるいろんな人のつ

ながりというのも出てきますし、大事な根幹だろうと思っております。 

 ですので、やはり第一次産業というのはしっかりと守っていかなきゃ

いけないだろうと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 浅枝議員。 

○浅 枝 議 員  以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、浅枝議員の質問を終わります。 

 続いて、通告がありますので発言を許します。 

 10番 児玉議員。 

○児 玉 議 員  10番 児玉史則です。 

 浅枝議員の大変力強い後だと大変つらいんですけど、通告に基づいて

大枠1点質問いたします。市内公立高校の存続について伺います。 

 現在、広島県立向原高等学校は2026年度の入学者数が24名を下回ると、

その翌年以降、生徒募集が停止となる大変厳しい状況に置かれておりま

す。向原高校には芸備線沿線から36名の生徒が通学し、芸備線の利活用

にもつながっておりますし、また29名の生徒は安芸高田市外からの通学

で、交流人口の増加にもよい影響を与えております。 

 安芸高田市としても、100万円の応援プロジェクトを実施され、地方
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自治体として高校の地域交流、幅広い情報発信などを支援されておりま

すが、残念ながら2025年度の入学者数は19名で、目標の20名には未達と

なりました。 

 広島県は、県立高等学校の在り方に関する基本計画に基づき、学校を

活性化し全校生徒数の増加を図ることを目的に向原高等学校活性化地域

協議会を設置され、安芸高田市も当事者としての立場で構成員となり、

現在まで協議を続けられております。 

 そこで、以下4点の質問をいたします。 

 まず第1点目は、市は向原高等学校活性化地域協議会に継続して参加

され、実施主体として活性化対策を進められてきましたが、現状の効果

の認識と、来年度、生徒数確保に向けた具体的な方策を伺います。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  児玉議員の御質問にお答えいたします。 

 市では2023年度から市内の公立高校2校に対して高校応援プロジェク

ト補助金、そして生徒が決める100万円事業補助金を交付し、生徒の学

習支援、学校の魅力化、生徒が主体となって学校や地域を盛り上げる取

組の後押しを行ってまいりました。また、昨年度からは両校に地域おこ

し協力隊員を配置し、地域と学校をつなぎ、学校の情報発信に積極的に

関わっております。 

 現状の効果の評価としては、生徒が主体的に関わる場面が増えて生き

生きとしてきたという声や、学校だよりの定期的な刊行やＳＮＳによる

きめ細やかな情報発信がなされるようになったという声を学校関係者か

ら聞いており、着実によい効果が現れていると考えております。 

 一方で、生徒募集の状況は先ほどありますように厳しい状況が続いて

おります。なかなか結果に結び付いていないということも感じておりま

す。少子化の進行に加え、学校の選択肢が増える中で、生徒数確保に向

けた特効薬というものを見いだすのが難しい状況ですけども、「効果が

出ているものは継続」を基本に、高校との連携をこれまで以上に密にし

て取り組んでまいりたいと思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  御説明のとおりいろいろ御支援いただいておるんですが、残念ながら

結果が非常に結果につながっていないというか、20名に届かなかったと

いう。 

 ＯＢの方も、それから先生方も、この前初めて協議会のほうにオブザ

ーバーとして参加させていただきましたが、白木中学校の校長先生、向

原中学校、甲田中学校と、地元の学校ということで非常に関心を持って

いただいて、生徒をぜひ向原高校にという発言もお聞きしました。 

 ただ、県教委のスタンスが地元の高校ということで、地元の高校から
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行かないと非常に存続が厳しいと言われておるんですが、安芸高田市や

向原高校の環境というの、地元もあるんですが、市外の子もかなり来る

んですね、芸備線があるということで。そういった意味で考えてみます

と、この県教委というのは地元ということを言っておるんですが、向原

高校のこの存続意義というんですかね、私は先ほど申しましたが交流人

口とか、あるいは地域との連携とか、いろいろ効果があると思うんです

が、市長、ちょっと何か御感想があればぜひ伺ってみたいと。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  確かに安芸高田市にある県立高校ではありますけども、言われたよう

に安芸高田市外からの受入れにもなっていますので、そういったいろん

な面での存在価値というか、存在意義が今もこれは向原高校にあるんだ

と思います。 

 そういった意味で、芸備線の利活用にもつながりますし、こういった

中で思うように生徒数が確保できないのが歯がゆいとこなんですけども、

今やっていただいている活動は必ず実を結ぶだろうと。爆発的に人数が

増えるということはないでしょうけども、県の示す、少し緩和して60人

ということになりましたので、そこに届けるようにしっかりと連携をし

てやっていきたいなと思っております。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  そうなんですね。市外から来る子、十日市中学校、高陽中学校、落合

中学校、今現在16名の生徒が通学してくれています。 

 これは以前からですが、向原高校の先生方が芸備線沿線の学校を訪ね

られて、生徒数を確保しようということで一生懸命やられてきておった

んですが、残念ながら芸備線の鉄橋が災害で落ちてしまって一時的に通

学が困難になったことによって、そこで途切れてしまって元に戻っとら

んというような経緯になっておるんだろうと思います。2018年だったで

すかね、災害があった。 

 今、安芸高田市も地域学校が衰退している中で、先ほど申しましたよ

うに、関係人口あるいは地域活性化、芸備線の活用ということがあるん

ですが、援護射撃として、ＪＲの通学者、来年度募集に当たって、市か

らも一つきちっと手助けしてやろうというような援護射撃なんかも必要

ではないかと思うんですが、お考えがあればちょっと御感想を伺ってみ

たいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 援護射撃というと通学費の助成援助ということなんだろうと思います。

直ちにこの場で分かりましたとは言いかねますけども、いろんな支援策

の中で、100万円の助成も含めて、どういったのが効果があるかという
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のは見直していく必要もあると思いますので、その中で支援が、通学の

援助ができるという見込みが立てば、それもありかなと思いますけど、

今の時点では分かりましたという状況にはありません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  過去ですね、過去にもやっぱり空調設備なんかも支援しておるんです

ね。広島市内の学校がどんどんどんどん自費で空調設備を付けていると。

芸北の学校はＰＴＡもお金を持っていませんから、なかなかクーラーな

んかが設置できんということで、安芸高田市から支援をしてもらったり、

あるいはバスの助成をしてもらったり、結構通学なんかも支援をしてお

るわけです。 

 そういった意味では、地元の高校ということで積極的な使用をしてい

ただいて新聞報道なんかもありましたから、結局生徒の確保につながっ

てきておるんだろうと思います。 

 ただ、今年のもう10月、11月には生徒の進路を決めますから、もう期

間がないわけですね。そうすると、例えば通学助成するにしても、来年

度の募集の生徒を考えれば、もうする時間がないと。そういった意味で

は、先ほど市長がおっしゃいましたけども、今から考えていくというよ

りも、早急に答えを出して、やっぱり援護射撃していくということが必

要じゃないかと思うんですが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  就学支援についての援護射撃ということですけども、やはり基本は安

芸高田市の行われる事業ですので、市民というか、安芸高田市の子供に

対しての支援というのは、それは判断がすぐできるとは思うんですけど、

市外の生徒に対して安芸高田市が援助するというのはちょっとまたいろ

いろと考える点があると思いますので、スピード感を持ってやれという

話なんでしょうけども、そこはちょっと慎重にならざるを得んところが

あるのかなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  県立高校に対する支援ですから、確かにおっしゃる部分もあるので、

その辺りはまだちょっと後の質問のとこでやりたいと思います。 

 それでは2点目に入ります。高校の授業料無償化が2026年度から私立

にも拡大する見込みとなっており、さらに生徒の確保が厳しい状況とな

ります。地元高校の存在の目的の一つには、地域と一体となった人材教

育、または地域が必要とする人材輩出であり、そのためには現在の市内

中学校の地元の地元高校への約40％で推移している進学率の現状を少し

でも高める努力が必要と思いますが、御見解を伺ってみます。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 猪掛教育長。 

○猪掛教育長  中学校では未来チャレンジ探究学習の時間を中心に、高等学校の先生

や生徒に直接中学生が指導を受けるなど中高連携を行っております。ま

た、市内の高等学校がオープンスクールを実施する際には、積極的に生

徒に呼び掛けをするよう各校に指導をしております。 

 こうした取組により、中学生が地元高校に接する機会をつくり、関心

を持つことで進学へ少しでもつながっていけばというふうに考えており

ます。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  中高連携というお話でしたが、少し卒業生の人数を見ていきますと、

2019年には中学の卒業生が238名おられたんですが、今年は197人、今か

ら10年後の2035年には120人に減ってくるという数値が出ております。

2019年の卒業生238名のうち、地元高校への進学者数は121名、地元への

進学の割合が51.2％です。その翌年の2022年には地元高校への進学率は

39％と急激に減っておるんですね。それ以降、40％台で推移、2024年、

それから今年と、41％の割合となっておるわけです。 

 例えば10年後の卒業生が120名と考えますと、今の割合で考えると50

名弱しかもうおらんわけですね、地元に進学する子供って。さらに私立

への進学率ですが、2019年には11.8％の割合でしたけども、2023年には

21.3％、私立への進学も非常に増えておるわけです。これにさらに高校

の無償化が加わるわけですから、先ほど申しました50名弱っていうのが、

これもさらにどこまで低くなるかは非常に厳しいんだろうと思うのです

が、こういった市内の高校が非常に厳しくなると、もう10年後はこうい

う数字が出てくるんですね。そういった意味で考えますと、これは県立

とはいえ、大変厳しい状況になると思うんですが、ここは市長、教育長

の御感想を伺ってみたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  もう数字がそういうふうなのが、実際に推計というか、出ていますの

で、2035年には120人。それを、では吉田高校と向原高校で割っても到

底両方では足りないということなので、本当にこれは数字の上でももう

大変なことだというふうには認識をしております。 

 ただ、そういった面では私学の進学無償化あるいは、無償化とかいう

ものが加わってくると、どうしても公立高校は厳しい。これは吉田、向

原だけでなく、三次高校にしても同じことだと思います。現時点でも三

次高校は定員割れになっているんだろうと思いますので、そういった意

味でこの生き残りが本当にどうすればいいかというのは特効薬がないの

でちょっと頭が痛いところではあるんですけど、そうはいっても何かの

方策を考えて、活性化委員会の人とも協力しながら、もう残るは市外の
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人に来てもらうしか選択肢としてはないと思うんです。人口を増やすと

いっても、そこまで急激には増えないと思いますので、そういったとこ

ろでやっていくしかないんだろうというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 続いて猪掛教育長。 

○猪掛教育長  状況については、今、市長が申したとおりだと思います。 

 中学生もぐっと減ってきて、ただその中学生の進路をこうしなさい、

ああしなさいというふうにこちらが決めることはできません。そういっ

た中で、やはり先ほども申し上げましたけども、まず向原高校、吉田高

校、地元の高校に行ったらどんなことができるのか、そのことを正しく

学生に伝えていく、生徒に伝えていく。そのためには、やはり接する機

会とか、そういった情報に触れる機会をしっかり確保していくというこ

とが大切なのかなというふうに思っております。そのことを魅力と感じ、

興味を持つようなそういう仕掛けというか、そういったところに少し工

夫が要るのではないかというふうに思っております。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  なかなか難しいんですけども、県の施設ですから、先ほども説明しま

したけど、2019年に地元の進学が51.2％だったのが、翌年に一気12.2％

ダウンして39％になったと。これはとても、理由がないとなかなかこれ

は説明できないんだろうと思うんですが、何が変化があったかというと、

吉田高校が普通科から探究科に変わっておるんですね。非常にあのとき

も議論があったのですが分かりづらいと。探究科って何なんやと。とこ

ろが、これは県教委が決められる。地元は全く、これは県の施設ですか

らそういうことになるのだろうと思うんですが、こういった急激に変化

が起こっておると。御存じかどうか分かりませんけど、これは市長はど

ういう感想を持たれますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  探究科の新設については、普通科から変わったというのは私も知って

おりますし、そのときにそういった、先ほど紹介があったような議論も

あったようには伺っております。ただ、その探究科を否定するものでも

ありませんし、過渡期の状況でガーッと落ちたんだろうというので、今、

探究科の評価というのも上がってきているようには聞いていますので、

探究科に関するところについては、やっぱり時間というか、実績が解決

していく部分だろうなというふうには思っております。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  恐らくおっしゃる意味合いは分かるんですが、五十一、二人戻ること

は多分もうないんだろうと思うんです。普通科の頃には半数近くが行っ

てくれておったんですが、結局、県教委の説明も不親切だったんじゃな
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いかと思うんですが、何が申したいかというと、結局、安芸高田市に高

校はありますけども県の所管なんですよね。県の決められたことを基に

やっていくわけですが、地元の高校に行く子が10％ぐらいのやはり生徒

が減ってくると。その影響とか、そういうことを考えますと、やっぱり

不利益を被っているんじゃないかな、地元の人材輩出にしても。 

 そういったことで考えると、これまでのスタンスというのは、県立高

校ですから、県に対する要望とか、そういうことは市としてはされてこ

なかったと理解しておってよろしいですか。これは市長、教育長、どち

らでも結構です。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  県に対しては、タイミングを見てはやっぱりそういうことは多分言っ

てきておるんだと。細かくは私も把握はしていませんけども、私も就任

して以来、県教委のほうも何回か行きましたけども、その中でもそうい

う議論になったときも言いたいことは言わせてもらっていますし、ただ

それが、やっぱり県立高校なので市が口を出してもかなわない部分はあ

るのも現実ですので、ただ所在地の市としてはやはり言わなければなな

いことは、言わないといけないとは思っております。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  従来と違って、いわゆる無償化になると、取り巻く環境は大きく変わ

りますので当然変化していく必要があるんだろうと思うんですね。先ほ

ど教育長がおっしゃいましたけども、やはり地元の子どもたちが行きた

いという学校、いわゆる中学生が求める学校の姿、それから地域が求め

る、人材輩出を求めていきますから、当然求める学校の姿、あるいは県

教委が求めるもの、あるいは国全体の環境、そういったものが変化して

おるというものを勘案しながら見ていくと、やはりこれからというのは、

一般的に私立と競争となると特徴を見いだしていかなければいけないわ

けですから、当然市としても安芸高田市としての考え方を公立高校に入

れていくということが私はこれから必要になるんじゃないかと思ってい

るんですが、これはあくまでも想像の範囲ですが、どう思われますか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  県立高校なので運営の仕方について市のほうがどうのこうの言えない

立場にあるとは分かっていますけど、学校を今の普通科でいいのかとい

うのも含めて、通信学校にするのか、そういった特色のある学校にして

いくという提案というようなことは市のほうから県には伝えることはで

きると思いますので、普通科といいますか、吉田と向原を残すのであれ

ば、向原のほうを例えば違う形の運営形態の高校にするとかいうことも

考えていけるのではないかなという思いは個人的には思っております。 

 以上です。 
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○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  3番目の質問に入ります。市内2校の今年度の志願倍率は、いずれも1

倍を大きく下回っており、今後市内の生徒数が減少する中で、公立高校

の淘汰がさらに進むような状況になると、生徒の不利益や地域の衰退と

なり、地方創生の後退につながると思いますが、市長の御見解を伺って

みたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  繰り返しになる部分もあると思いますけども、安芸高田市の子供たち

のためにも、地域のためにも、市内に高校があるということは重要であ

ると捉えております。 

 子供たちにとって、市内で高等教育を受けることができる環境を維持

することも大変重要なことだと捉えています。また地域にとっても、将

来の担い手である子供たちとの関わりがあるということは、中学校まで

でなく高校まで続くということは、地方創生の取組の効果を上げる上で

は重要な条件の一つだと考えております。 

 特に近年、高校と地域の連携が生徒の探究学習を進める場面や課外活

動の場面などで深まってきていると捉えておりますので、このことが高

校の魅力、地域の魅力につながると思っております。 

 そういった意味では、今回、来週、向原高校の祭りがありますよね。

ぜひ議員の皆さんも参加していただいて、盛り上げていただきたいなと

思います。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  地域にとってはとても大切なものだと思うんですが、少なくとも私が

知っているのが、ＰＴＡを長らくやらせていただきましたけども、高宮

高校がなくなって、それから白木高校がなくなったんです。それを考え

てみると、地域っていったいそれ以降どうなったんだろうかと。これは、

市長は高宮町ですから御存じとは思うんですが、高宮高校がなくなった

その地域に与えた影響というか、何か御感想があれば伺ってみたいと。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  高宮高校が分校だったときとか、最終的になくなるという経路をたど

っております。私も、その頃はまだ関わっていないといいますか、ちっ

ちゃかったと言ったら変ですけど、まだ学生時代でしたので、特にそう、

どうのこうのというのは思っていませんけども、今となって思うと、や

はりあるとないとで地域の活性化には違うんだろうなという、山の上に

今も校舎が残っていますけど、立派なのが。そういったのを見ると、や

はりここにあればなという思いはします。 



86 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  感情論だけですけどね、寂しくなりますよね。あればいいと言ったら、

人口減少、少子化になると、やむを得ん部分もあるのかなと思いますが、

非常にそういった意味では地域がやはり寂しくなっていく。 

 先ほど市長もおっしゃいましたけど、近隣市町の2025年度の志願倍率、

三次高校は先ほどおっしゃったように1倍を切っておると。三次青陵だ

けですかね、1.15倍。それからあと可部高校、高陽高校、これらも1倍

を切っていますね、この近所の学校で言うと。さらに市長の母校、新庄

高校でさえ、私立ですけども、120名の募集に対して、ここ近年3年ぐら

い全部100名を切っておるんですね。 

 そうなると、人口減少、それから高校が無償化、これは私立も交えた

近隣市町の公立高校との競争が大変激化するんだろうと思うんですね、

取り合いが。そういうことがちょっと想定されるんですが、いかがでし

ょうか、この辺の見通しって。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  見通しということですけども、先ほど来あるように数字を見ても厳し

いということしか言わざるを得んと思います。ただ、厳しいだけで終わ

っておってはまた前には行けないので、できることをやるということし

か今はないのだろうというふうに思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  県立高校なので非常につらいですよ。前回質問しました県道と一緒な

んですが、所管が非常に違うというところで。 

 4番目の質問に入りたいと思います。持続可能なまちづくりには人材

教育と地元が必要とする人材輩出は必要不可欠です。今後、私立との競

合は避けられない中で、公立高校の役割の見直しは避けて通れない課題

となり、地元自治体としても、県所管の教育施設とはいえ、求められる

高校の姿をつくり上げ積極的に関与していく姿勢が求められると思いま

すが、市長の御見解を伺います。これは最後の質問になりますけども、

もう一回そこのところよろしくお願いいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  繰り返しになる部分もあるかもしれませんけども、私立高校や近隣の

公立高校との競合がますます厳しくなるというのは現状だと思います。

その中で、本市が求める高校の姿はやはり子供たちが通いたい学校、通

わせたい学校になることだと思います。 

 県立高校ということで、市が関与できる部分というのは当然限られて

くると思いますが、安芸高田市でなくては得られない学びの体験、ある
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いはできる環境をつくることが重要ではないかと考えております。その

環境の中で生徒が生き生きと学び、活動できるということになれば、子

供たちが通いたい学校、親が通わせたい学校になるのではないかと考え

ます。 

 安芸高田市でなくては得られない学びや体験ができる環境を整えると

いう意味では、市が行っている地域と高校の連携の推進、生徒が生き生

きと活動する場づくりの支援や、向原高校で同窓会が行っている無料塾

や下宿の運営、地域が行っている課外授業などは、まさにそれを意図し

た取組になっていると考えております。 

 今後も高校、地域、同窓会等と連携しながら、これらの取組による成

果を積み重ねるとともに、さらなる取組の検討も続けていきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  魅力ある学校ということになると、市長は先ほどおっしゃいましたけ

ど、やっぱり学科の見直しですよね。特にアグリビジネス科なんか、40

名募集して今年度7名、志願倍率が0.18倍で、そういったこともありま

すし、探究科も120名の募集に対して78名。そういったことを見ますと、

生徒の数が、先ほどさらに人数も将来減るということを考えると、やは

り学科の見直しなんかも、これは県任せにしておくと非常に探究科に変

わったときのような状態が起こってしまったりするので、県の建物とい

うのは分かるんですよ、十分。でも地元として、やはりしっかりと遠慮

なしに発言をしていかないと地元の高校がなくなっていくと。 

 非常に今までの過去何回か質問を、ずっとこの公立高校を質問してき

ましたけども、非常に県の管轄ですよと。やはり危機意識が薄いという

かね、所管が違いますよって答えなんですね。だけど、それをやってお

ると、最終的には子供が減る中で公立高校がなくなっていくと。非常に

危機感を持っておるんですが、そういった学科の見直しなり、もう少し

積極的に力強く県教委とやっていくと、そういうようなお考えはないで

しょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  先ほども言いましたけど、市が関与できる部分は限りがあるとは言い

ましたけども、芸北分校と加計のほうにしても、やっぱり地元の町がし

っかりと関わっているという話も聞いておりますので、そういったとこ

ろも情報を取りながら、安芸高田市としてできることをしっかりと県の

ほうへは訴えたり、つないでいきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 児玉議員。 
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○児 玉 議 員  先ほど来からこう話していますけども、いわゆる生徒が行きたい学校、

もう一つの視点で言うとやっぱり地元の視点で、例えて挙げれば、これ

は以前も質問しましたが、看護師不足というような課題があるわけです

ね、安芸高田市にとっては。県北三市も、看護師の不足というのは共通

の課題だろうと思っておるんですね。 

 県内の公立高校で、衛生看護学科、これがあるのが広島皆実高校の衛

生看護学科だけです。これは40名の募集なんですけども、志願倍率がい

つも1割を超えて1.68とか、非常に競争率が高いんですね。ここは看護

教育を実施する県内唯一の学校になるんですが、5年間で一貫看護教育、

これをやってきて、実践校なんですね。そういった意味合いで言うと非

常に競争率があって生徒が多いんですが、こういったところを、地元の

当然求める学校の姿というのは一つになるんだろうと思うんですね。寮

なんかも設置したりして生徒を集めてくるとか。 

 結局、公立高校が地元の持続可能なまちづくりに協力していくと、そ

ういう人材輩出をしていくと、そういったことも考えていく必要がある

んじゃないかと思うんですがいかがでしょうか。これ例え話です。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  紹介いただいたように、やっぱりまた僕の同級生も看護科のある皆実

のほうへ行きましたけども、皆実しかないという状況もあります。ただ、

県北に公立高校で受皿がないというのは、現在そうだと思います。 

 ただ、三次に看護の専門学校ですかね、ああいうのがあったり、そう

いうバランスもあるので、ただメニューを変える中の一つの案としては、

看護の衛生を誘致するというか、つくっていただくという要望も一つの

手ではないかなという思いはしております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  いろいろ議論してきましたけども、結局のところ高校の無償化がスタ

ートするというのは、この影響というのは、公立高校というのは、当然

中学校も小学校もそうですが、教育基本理念に基づいて目指すべき理想

像や方向性と、こういうものを語ってきておったわけですが、やっぱり

ある程度の合理性というのが今後は入ってくるんじゃないかと思ってい

るんですね。いわゆる競争が始まってくると。そうすると、例えば地元

に今のような必要な人材を輩出してもらいたいと考えると、やはり地元

自治体としては、ある一定の投資という考え方もできるんだろうと思う

んです。 

 そういったこれまでの教育理念に基づく考え方から、プラスアルファ

で、ある意味合理的配慮を考えながら、学校のほうにいろんな姿を求め

ていく、そういうことを県教委に対してやっていくと。そこらの変化が

必要じゃないかと思っているんですが、これいかがでしょうか。 
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○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  おっしゃるとおり県のほうへ要望していくということになりますと、

地元の自治体としての相当の覚悟と準備をして話に臨まなくてはいけな

いとは思っております。ただつくってくれ、ああしてくれと言うだけで

はいけないと思いますので、そういった動きをするときにはそれなりの

自治体としての覚悟を決めて臨んでいく必要があると思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  そういう具合に、今から、これから先というような教育、高校の無償

化によってどういう影響が出るのかまだよく分かりませんけども、当然

都市部とは違って、いわゆる中山間、北部地域というのは大変厳しい環

境に置かれると。 

 そういった意味では、これまでの考え方じゃなくて、ある意味腹をく

くって県と話をしていくと、私はそういう覚悟が必要なんだろうと思う

んですね、地元の自治体のトップとして。そこらの心構え、心意気、ひ

とつ最後に伺って、私の質問を終わりたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  覚悟ということですけども、県立高校を2つ抱えている自治体ですの

で、その方向性をこれからしっかり議論してやっていくということにな

れば、学校を含めて県と交渉なりに当たっていきたいと思っております。 

 以上です 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 児玉議員。 

○児 玉 議 員  以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、児玉議員の質問を終わります。 

 おおむね1時間が経過しましたので、ここで会議のため、3時25分まで

休憩といたします。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ３時１６分 休憩 

午後 ３時２５分 再開 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

○石 飛 議 長  休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 続いて通告がありますので、発言を許します。 

 15番 秋田議員。 

○秋 田 議 員  15番 秋田雅朝でございます。本日のラストバッターと思ったら、大

トリよと言われましたので、トリのほうを務めさせていただきたいと思

います。 

 質問は、大枠1点、関係人口の創出拡大についてということでお伺い
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するものでございます。質問が具体的な質問というよりも、例えば計画

の検証であったり、そっちから入るので、少し、それでなくても話が長

いんですが、長くなるかも分かりませんので、御容赦願って、お付き合

いのほどよろしくお願いいたします。 

 まず1番、関係人口の創出拡大について、でございます。 

 本市の現状課題として、積年の人口減少、高齢化対策があると認識い

たしております。この課題における対策の一つに、これまでも取り組ま

れてこられた関係人口の創出、拡大があると思います。関係人口増加を

目指すことは、地域の活性化、ひいては地方創生を実現する重要な鍵に

なるとも言われております。こうしたことを踏まえまして、次の点につ

いてお伺いいたします。 

 まず1点目でございます。持続的発展計画における関係人口の取組状

況についてお伺いするものでございます。 

 安芸高田市過疎地域持続的発展計画では、「移住・定住・地域間交

流・人材育成」の項目の中で、現況と問題点として、今後は田園都市と

して豊富な地域資源を有している強みを生かし、食や体験や人々の触れ

合いを通じて本市の魅力を知ってもらうとともに、関係人口も増やす取

組が必要であるとされております。また、その対策を7項目掲げられて

おられます。この点について、これまでの取組状況についてお伺いをい

たすものでございます。 

○石 飛 議 長  ただいまの質問に対し、答弁を求めます。 

○藤 本 市 長  秋田議員の質問にお答えします。 

 過疎地域持続的発展計画の移住、定住、地域間交流、人材育成の対策

として挙げた７項目の取組状況について説明いたします。７項目なので

長くなりますが、1点目の大都市での移住相談会としては、広島県の市

町合同、広島広域都市圏の市町合同で、年に2回程度、東京都内を中心

に行っております。 

 2点目の移住者向けの補助制度としては、住居として使う空き家の大

改修補助金や起業する際の支援補助金の制度を運用しております。 

 3点目の地域間交流イベントとしては、サンフレッチェ広島の試合の

パブリックビューイングや元就の里リレーマラソンを実施しております。 

 4点目の高校生と地元企業、地域が一緒に活動する機会としては、高

校の探究活動など、高校の特色ある活動を支援する高校応援プロジェク

ト補助金、高校生が地元企業を知る機会をつくる合同企業研究会を実施

しております。 

 5点目の卒業後の就職先として、本市の企業を選択できる取組として

は、市内で看護師として働く人の奨学金返済を支援する看護師等奨学金

返済支援事業を実施しております。 

 6点目の移住に関して何でも相談できるアドバイザーの養成としては、

現状はまだ実現できておりません。 

 7点目の地域おこし協力隊の制度の活用としては、これまで採用した
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28名の協力隊員の多くが地域に定着し、それぞれの立場で地域間交流等

に関わってくれております。 

 計画に掲げた項目について、おおむね実践できていると評価しており

ますが、現状行っている取組をさらに改善するとともに、取組の幅も広

げていく必要があると考えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

○秋 田 議 員  ただいま市長のほうから、7項目を丁寧に答弁いただきました。 

 この質問をしたのは、まず計画期間が、この持続的発展計画というの

が令和8年3月31日まで、令和3年4月から始まって令和8年3月31日までの

計画期間ということで、現況と問題点についてお伺いした点は、令和3

年の策定時におけるものと私は判断し、令和8年度で完了ということで、

あと残り1年弱ということですか。もう始まっていますから、もう1年を

切りましたけども、この観点から伺っているんですが、先ほど答弁いた

だいたように、ほとんどができているんですが、移住に関するアドバイ

ザーの養成、この部分が少しまだできていないということのようにお伺

いをいたしました。 

 聞こうとしていたのは、できていない部分をあと1年間の中ではどの

ような取組で進めていかれ、どのような実行に移されていくのかという

ことを聞かせていただきたく出しておりますので、そのできていない部

分について再度御答弁を、今後の考え方、見解についてお伺いしたいと

思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  移住に関して何でも相談できるアドバイザーというのを、例えば移住

を希望される方の窓口をしっかりとつくって、そこでいろいろな経験が

できる方をというのをイメージしておりました。ですが、なかなかそう

いったことをどのような人がやっていただいてというのがまだ現状とし

てイメージができていないというところと、あとどのような形でやって

いくのがいいかなというのがなかなか形としてつくれておりません。 

 その対象に一番近いのは、やはり地域おこし協力隊のＯＢといったと

ころが実際に移住をしてきた人ということで、様々な自分の経験も含め

て親身になって相談できるところかなと思っておりますので、今地域お

こし協力隊のＯＢも大分人数が増えてまいりました。そういった取組を、

彼らを中心にどのような形でできるかというのが考えていく方向性とし

ては一番よいのではないかなと思っております。まだ具体的にどのよう

にというふうなところまでは考えが至っておりません。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  できていない部分の取組も考えてはいるということなので、令和8年
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度3月までで結論はしっかり出ると思うんですね。 

 それで、また次の話をしてはなんなんですが、これが終わると、また

この持続的発展計画、この計画等はつくられるのかどうかなという点が

また今思っているとこなんですが、先般11日でしたか、予算決算常任委

員会で過疎地域持続発展基金というのを、150万円でしたか、提示され

て、それから議決したのですが、当初予算も含めたら1億4,450万円等に

なるのですが、この基金の使い方、直接関係ないかも分からんけども、

持続計画を立てる段階において、この基金の使い方というのはある意味、

これは市債だったんですが、いろんな計画を立てられることに対しての

基金を取り崩して対応していくのかどうか。そこら辺りが今のできてい

ない、地域おこし協力隊がいらっしゃるという話だったんですが、そう

したところへもやっぱり充てていかれるのか、そこらは。 

 なぜ、そういうことを言うかといったら、今後やっぱり何をやるにし

ても予算を伴いますので、そこらの計画性がないと大変なんじゃないか

なという思いで聞いておりますが、いかがでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  まず、この計画が令和8年度でというふうになっておりますが、これ

は国の過疎法とリンクした形になっております。これは御存じのとおり

期限を区切って、10年置きだとか、5年置きだとか、そのときの状況を

踏まえて、過疎地域の指定とセットになって動いていくものであります

ので、令和8年度のその先の部分については、国の動きを把握して、ど

のようにそこが変化していくかというのを見ながら計画を策定していく

のか、それとも過疎地域の指定の形も今は日本全国、大分過疎地域と言

われる部分が増えてきていて、その定義をどうしていくかというふうな、

その見直しの議論も恐らくこれから進んでいくはずですので、そこは見

ていく必要があるかなというふうに思っています。 

 もちろん、その対象になりましたら、この地域をどうしていくかとい

うところをしっかりと計画に織り込んでいくということは必要です。 

 それと、過疎の基金の話です。過疎の基金については、これも国の制

度の中でソフト事業として実施していくもののうち、将来的に実施して

いくために国のほうが有利な起債を貸して、それを市のほうが利用して、

将来こういう活動をやっていきたいということを実現できるように、こ

ういう活動というのは地域振興に資するもの、特に過疎地域の振興に資

するものというふうなことで割と幅広に設定ができるものとなっており

ます。それを、国が定める、発行できる範囲を示していきますので、財

政状況だったり、その市の人口規模だったりでそれは決まるんですが、

安芸高田市としてはそれをできるだけ、その財源を将来的にわたって確

保するというのは非常に厳しいというふうに今後も見ておりますので、

できるだけその発行がされる基準いっぱいまで借りる形で、将来的なそ

の財源を確保しようというふうな考えでおります。 
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 どのような事業に使っていくかということについては、今の質問の中

にあった計画の中に項目として上げていく必要があります。それに見合

った形で将来的に活用していくというふうなことになります。 

 もし仮に今後やっていく項目として新たに必要な部分があれば、恐ら

く何年かに1回は議会のほうにも過疎計画の見直しについてということ

でお諮りすることがあると思うんですけども、そういった形で必要な事

業があれば追加をし、今後の取組を実現できるようにしていく準備をす

るというふうなことがあります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。（2）でございます。 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略での進捗状況についてお伺いをいた

すものです。さっきは取組状況、今度は進捗状況ということでお伺いし

たいと思います。 

 第2次安芸高田市まち・ひと・しごと創生総合戦略では、国が示す方

針として、将来的な地方移住につながる関係人口の創出拡大が掲げてあ

り、そのテーマ・取組の一覧表が提示されております。その中では、具

体的な事業の令和6年度の目標値が設定されています。また、令和5年度

決算事務事業評価シートでは、企画調整事業の実施内容として、まち・

ひと・しごと創生総合戦略進行管理表の記載がございます。 

 こうしたことを踏まえまして、この関係人口の拡大の進捗状況におけ

る所見のほうをお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 まち・ひと・しごと創生総合戦略の中の関係人口に関係する取組テー

マは3つあります。 

 1つ目は「地域おこし協力隊制度を利用した安芸高田暮らしの実現」

で、地域おこし協力隊の採用数を重要業務評価指数、ＫＰＩ指標として

おります。2024年度の目標値、累計28名に対して27名でおおむね達成を

しております。 

 2点目は「本市に貢献したい人を増やす」で、ふるさと納税申込数を

ＫＰＩ指標としております。2024年度の目標値2万件に対し6,508件で大

幅に未達となっております。 

 3点目は「本市を応援する人を増やす」で、ふるさと応援の会の会員

数をＫＰＩ指標としております。2024年度の目標値2,500人に対し1,012

人で大幅に未達です。 

 計画に掲げた目標値に未達のものが多く、関係人口をつくる取組に力

を入れていかなければいけないと評価をしております。 

 以上です。 
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○藤 本 市 長  以上、答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  答弁をいただきましたけども、これはまず質問した経緯の中で、策定

期間が2020年度から2024年度とされており、一応期間を終了しましたよ

と。だからこそ、余計、その結果ですね、実施機関の評価もできるので

はないかという中で、3点、市長から答弁のほうをいただき、それはそ

れでかなりの数値になっているのだなと。ふるさと納税ですか、ちょっ

とこの辺りがどうなのかなとあるんですが、それはあくまでも結果なの

で、それでそうなのだなというふうに理解をするのですが、質問を一応

具体的には上げてないのですが、質問している取組の一覧表というのを

いただいておる中で、本市のライフスタイルのファンを増やすというこ

とで、関係人口ですからファンを増やすということで、ＫＰＩ、重要業

績評価指数というので、民泊による宿泊者数という現状値、平成30年に

60人から目標値720人に増加させるというふうになっております。 

 先ほど申しました令和5年度の決算事務事業評価シートの中で、これ

の創生総合戦略管理表のローリングを実施したというのも書いてござい

ますので、その中で、コロナもございましたが、60人から720人に民泊

数を増やしていくというのが大変なことでは理解できるのですが、心当

たりがどのように、特に関係人口には影響してくるのではないかなとい

うふうに思っております。 

 というのも、農泊も含めて、農村を訪れるインバウンドが増えている

というような状況もあるので、これらも大いに注目していくべきことで

はないかなと。 

 ただ、数字のほうを通告はしていませんが、目標値ではちゃんと出て

いますので、そこら辺りはどのような評価をされているかお伺いしたい

と思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 高下企画部長。 

○高下企画部長  民泊の数字については、申し訳ありません、ちょっと今把握ができて

おりません。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  通告に基づいてということが基本なので、数値のほうは出してなかっ

たのですが、評価シートの中でもそういうことを、民泊による宿泊者数

というのが出ていたので、民泊というのはやっぱり関係人口には大きく

影響するという思いで伺っておりますので、今後、この民泊、数字では

なくて、では市長のお考えとして、農泊も含めて、民泊の進め方、取組

方はどのように考えられますかお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  直ちに民泊ができる体制を整えているかというと、ちょっとそこは難
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しいところがあると思います。隣の北広島町においては、民泊において

修学旅行生を受け入れるということをやっておられますので、そういっ

た取組も参考にしながら我が市でもできることはやっていく必要がある

のだろうと思っています。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。 

 3点目でございます。二地域居住の支援施策についてお伺いをするも

のでございます。 

 国では、令和6年5月に都市と地方を行き来する二地域居住者の増加を

目指す改正広域的地域活性化法が成立し、また令和7年度、国交省が二

地域居住の支援を本格化し、また、既に全国でモデル事業を選定してい

るとの報道がございました。 

 この二地域居住の支援施策については、先ほど述べました「まち・ひ

と・しごと創生総合戦略」においても、関係人口に関する取組として掲

げてございますが、国の事業も活用しながら本市での取組を検討してい

けばという思いでこの質問をさせていただいておりますが、見解につい

てお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えをいたします。 

 二地域居住は、本市が大都市である広島市から比較的近い位置にある

ことからも推進しやすい地域であるというふうに思っております。今年

度策定する総合計画において、関係人口の増加に向けた施策を位置づけ

る方向になっており、施策の選択肢の一つとして検討していきたいと考

えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  総合計画にも載せるので、検討はしていくという答弁の下に再質問と

してさせていただきますけれども、少し長くなりますけれども、まず改

正広域的地域活性化法、御存じだと思いますが、傍聴者もいらっしゃい

ますので少し説明をさせていただきますと、これは地方の施設整備支援

を行っていくと、国交省が行っていくというもので、この制度自体は市

町村が二地域居住を増やすための施策を定めた特定居住促進計画をつく

れるようにしたというものです。それから、計画に記載があれば、特例

で共同のワークスペースなどを整備できるものとされています。 

 促進計画の内容は、地元の意向を反映するため、不動産業者や交通事

業者、住民らで構成する協議会で議論することが可能としたとしており

ます。また、市町村は受入れの関連業務を担う地元ＮＰＯ法人や企業を

特定居住支援法人に指定でき、二地域居住の希望者にとって安心できる
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相談先を分りやすくするのが狙いだというものだそうでございます。 

 この件につきましては、また後日、佐々木議員のほうで一般質問のほ

うの通告をされておりますので、そこの部分は私は避けますけれども、

ただ、この質問をしているのは、国の事業を活用しながらこの取組をし

ていくというのは私の願いであり、市長も検討はしていくという答弁だ

ったので、また改めて、国交省の支援と、それから総務省でもこの二地

域居住というのは支援をするようにされております。ただ、2025年度、

今年度の計画だということで、なかなか現実味がないと言えばそうです

が、そうしたものは国の事業は活用していくべきだという観点から、改

めてその内容についてちょっと説明をさせていただきながら、市長の見

解をお伺いしたいと思うのですが。 

 国交省のほうは、自治体から特定居住支援法人に指定されたＮＰＯ法

人、ＪＡ農業法人などの民間事業者が行政と連携して行う先導的な取組

を支援ということで、これもまだ計画があるわけではないし、これから

やっていくんでしょうが、こういうことがあるんですよということで、

そういう取組計画をされるべきじゃないかなと思います。 

 それから、もう一点は、農業体験の場の創出など、二地域居住を促進

する地域にも補助を出すということなので、ここも先ほど浅枝さんも農

業に関しての関係人口の話をされました。イベントもそうだと思うんで

すよね。そうしたところはそういうものが使えますよということです。 

 だから、総務省のほうはあくまでも財政支援ということで、自治体が

出そうとする施策の後押しをしていきますよということで具体的に出さ

れていますが、情報発信や居住体験といった事業を後押しするために経

費の5割を特別交付税で手当をすると、それから二地域居住に関心を寄

せる人に対応するために相談窓口を設置したり、それから現地コーディ

ネーターの採用とか、そういうことはうたわれているんですね。その二

地域居住に大事な部分はここから入るんだと思うんですね。相談事業と

して、相談窓口があったり、それからいろんな意味でのコーディネータ

ーをつくっていくということに取り組む覚悟から次の段階へ進めるのだ

ということで、たらの話になるかも分かりませんが、ぜひともこうした

ものを活用して二地域居住施策を進めていただきたいと思うのですが、

見解についてお伺いします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  国のほうもそういった様々なメニューを用意してくれているというこ

とは承知をしておりますので、担当課のほうもその選択肢の一つとして

この総合計画策定と同時に取り組んでいくという立場でおりますので、

先ほど御提案いただいたように、取り組めるものを有効活用していきた

いなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 
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 秋田議員。 

○秋 田 議 員  取組を検討されるということで、もう一点ほど、これは他市の参考事

例がもうあるとこがあるのですね。ちょっと意味合いは違うのか分から

んですが、庄原市は県内で初となる支援法人指定というのに取り組んで

いると。それから、これは山口県の下関で、そこの市長は下関に住んで

いるのですが、市内の違う場所に空き家を借りて、そこに住んで、また

そのよさをしっかりみんなにアピールしていくのだというようなことも

されておりますし、市長は市内にいても高宮に住んでおられて、市長で

言えば、吉田に借りてやるとか、反対に八千代のほうを借りてやるとか、

それがいいか悪いかは別として、そういう取組をしながら出していくん

ですよと。 

 それから、鳥取県の江府町というんですかね、二地域居住促進として

特定居住促進計画を、全国初の計画策定を既に行いましたと。ここは今

度質問されると思うのですが、そこら辺りのところを取り組んでいると

ころがあるので、ぜひとも参考にしながら取組を進めていただきたいと

思うのですが、答弁はいただけるでしょうか。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先ほど御紹介いただきました庄原市の件については、もう既に担当課

のほうが状況を確認してくれておりますので、そういったところを参考

に、うちでできるものを生かしていきたいなという思いでおります。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上、答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。 

 ふるさと住民登録制度についてということでございます。これは、こ

れからの事業にはなると思いますが、何よりも先取りを含めてお伺いし

たいと思います。 

 総務省では、二地域居住をする人たちを登録する制度の創設に向けた

検討を加速していると。これも報道がございます。近く政府が示す地方

創生の基本構想で、どこの自治体の誰でも登録しやすい仕組みとし、全

国で関係人口創出への機運を高める狙いがあるそうです。課題も訴える

人も、声もあるそうですが、本市の将来を考えるとき、検討してみれば

というふうに思うのですが、まずは市長の見解をお伺いしたいと思いま

す。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 ふるさと住民登録制度は、都市部に在住しながら地方との関わりを深

め、地域を応援したいという方々の意欲に応えるための新たな仕組みだ
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というふうに認識をしております。 

 しかしながら、まだ具体的な姿が鮮明に示されておりません。一応簡

単なものは示されておるんですけども、それがどうなるかというところ

までがまだ明確になっていませんので、しかしながら、関係人口の増加

に資する政策の一つになり得るという認識ではおりますので、その状況

を見ながら取り組んでいきたいなと思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  市長のおっしゃるように具体的な姿が見えないと、ただもう既に新聞

報道等で報道されている内容については、恐らく総務省が2025年度中に

策定するということをうたってあるので、ちょっと抜粋させてもらいま

すと、まずはふるさと住民登録制度、今後10年の指針となる基本構想案

が示されて、それからさっきおっしゃいました継続的に居住地以外に関

わる関係人口を増やすために自治体がこうした人をまずふるさと住民と

いうことで登録する制度だそうでございます。 

 内容的に、将来的に公的な第二の住民票を交付し、住民税を居住地と

登録先の2つの自治体に分割納税できるようにし、それから地方の財源

確保につながることも構想の中にありますよとされております。実際に

今からのことなので確かにそうですが、この文章を見ただけでも、ひょ

っとして財源確保、いいんじゃないかなんて思うこともあるわけで、検

討する価値は私はあると思います。 

 何にしても先ほど言いましたように、課題を訴える声というのもある

んですね。これが何かといったら、人々奪い合いの懸念があるんですよ

と。というのが何かというと、登録者が増えても地域に恩恵があるわけ

ではない。さっき財源確保の話があったんですけど、地域に恩恵がない。

それなら、アプリの登録者を増やす目的になれば役所の仕事が増えるだ

け。全くそれは迷惑な話ではあるかも分かりませんが、そういう懸念が

あると。 

 それから、登録者だけが注目され、今度は移住者の奪い合いではなく

登録者の奪い合いになるのではないかという、違う方向の奪い合いにな

ってしまうんじゃないかという懸念がある。ここらはもう完全に懸念と

して挙げられているので、この検討する段階には考慮していかなきゃい

けない部分だと思います。もちろんこれは私の思いであって、市長も検

討するときにもちろんこれを参考にしていただきたいと思うのですが、

せっかく再質問の形で言わせてもらっておりますので、見解のほうをお

伺いしておきます。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  このふるさと住民登録制度というのは本当に面白い取組になるだろう

と思います。しかしながら、先ほど紹介されたように、住民税について
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も案分するとか、ふるさと納税と同じ部分があります。ふるさと納税も

安芸高田市に寄附してもらう分と同時に、安芸高田市の市民の方が他の

市町に納税されている場合は、相当数の金額がまた逆に安芸高田市から

出ていっておるという現状もあるので、そういった部分がこのふるさと

住民登録制度にもマイナスの部分も若干出てくると思いますので、その

辺は今からまたしっかりと研究をして情報も出てくると思いますので、

今出ている情報だけではあまり判断がちょっとつきかねるとこがありま

すので、そこはしっかり担当課とも研究しながら取り組んでいきたいと

思っております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  次の質問に移ります。5番目ですね。 

 大阪・関西万博への合同神楽団の出演について、今後の展望を伺うと

いうものですが、まず万博への出演は、安芸高田市の神楽、ひいてはひ

ろしま安芸高田神楽です。その魅力をこれこそ世界に発信することにな

り、大変喜ばしく、名誉なことと私は称賛させていただきます。もちろ

ん皆さんも思っていると思います。 

 この偉大なことを本市の今後に生かすことで、関係人口の創出、拡大

につながると思いますが、もちろん今まで神楽でそういう取組は十分さ

れてきたのですが、今回は、万博は世界ですのでもっと広い範囲になり

ますけれども、これはいいことがあると思うんですが、市長、そこら辺

りの見解についてお伺いをいたします。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 この大阪・関西万博でのひろしま安芸高田神楽の公演ですが、関係人

口の創出拡大に大きくつながると期待をしております。 

 まず、多くの万博来場者の方に神楽の魅力をまずは知ってもらえるこ

と、そして先般は吉田高校神楽部の上演で、関西圏の高校の太鼓部との

共演がかないました。また、万博で大きな成果となったのは、伝統芸能

でのつながりとして徳島市の阿波踊りと神楽の融合ということです。伝

統芸能の融合はもちろんですが、この取組を通じて人と人が融合し、よ

り深い関係を築くことができました。5年先、10年先にこの融合した芸

能がさらに成長することで、両市の関係をさらに深め、新たな展開も期

待できる取組となっていることなど、十分な成果があると感じておりま

す。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  伝統芸能の融合ということで、これからもう5年10年先にこのことが
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生きてくるだろうということで、ぜひともそうあってほしいし、なると

思います。 

 ただ、ただ単にそうなるであろうだけで過ごしていくと、5年、10年、

やっぱり何か進歩がなかったなになる可能性もあるので、やっぱり何か

具体的に、その後でどういうことが今度は生かせるかなというようなこ

とは、しっかり市長を初め執行部の皆さんで、とりわけ商工観光課も含

めて取り組んでいただきたいというのが私の思いでございます。ぜひと

もこれは成功していただきながら、今後に生かしていただきたいと思い

ます。これは申し添えておきます。 

 次の質問に移ります。 

 最後の質問です。6番目、今後の関係人口の創出、拡大について見解

を伺うものでございます。 

 今まで5点について、いろいろな点について伺いましたが、例えば、

もうさっき答弁もありましたけども、次期総合計画に関係人口の増加対

策を組み入れていったりという答弁もあったかと思うんですが、そこの

ところは私は大変なことで、重要なことだと思うんです。ほかのことも

いっぱいありますけども、この関係人口はこれから絶対私は大きく関係

してくるという思いでおるんですね。 

 そうしたところで、今後の展望を市長は、今、関係人口で聞いており

ますので、そこら辺りを含めた今後の展望はどのように思っておられる

かお伺いしたいと思います。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  お答えいたします。 

 先ほどの答弁でも申し上げましたとおり、今年度策定をします次期の

総合計画において、関係人口の増加に向けた施策を明確に位置づけをす

る予定でおります。そして、位置づけをした上で取り組んでいこうと考

えております。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  今、総合計画審議会でしたか、そこでいろいろ協議もされていたりす

る中で、この間、5月にあった分ですかね、資料をもらったら、今後の

まちづくりの視点で、（2）として新たな担い手としての交流人口、関

係人口の創出ということでも掲げておられて、これに取り組むんですよ

というのがよく分かります。 

 地域資源という、そこで使われてる言葉の中を見ると、郡山城、土師

ダムとか、それから神楽門前湯治村等のそういうのが地域資源になるの

か分からんですが、そこはやっぱり交流人口の一番、何ていうか、活躍

する場じゃないかなというふうに思うので、そこら辺りは計画に入れて

いただきたいと思いますけれども、最後の質問ということなので、私の
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思いのほうを少し述べさせていただきたいと思います。 

 関係人口の創出、拡大について、今回一般質問を行いましたが、質問

した私の根本にあるのは、本市が持続可能なまちであるためには、ある

いは活力あるまちづくりには、今後についてまずどう考えていくべきな

のか、それからどういう取組が必要なのかを考えるときに、関係人口の

創出、拡大はその一翼を大いに成し得るのではないかという思いから、

項目、今からのことも伺いましたけれども、そういうことでございます。 

 いろいろな分野において有効な施策展開を図るには、重要課題として、

さっきも申しました、いかに国の考え、それから施策をうまく活用して

いくかが根本にあると私は思うんです。活用しながら、お金の問題が出

てきたら、国の事業を活用していくのは当たり前でございます。 

 そうした観点で、今後の本市における施策展開について、国の方向性

について、報道等を参考にしながら質問させていただいたということで

ございますが、ここで話したいのが、国の考えというのは今後10年間で

取り組む施策の基本構想、地方創生2.0ですか、石破首相の何か肝煎り

の事業みたいですけども、2.0で移住から関係人口重視への方向性にか

じを切るということをはっきりうたっておられます。だから、移住後だ

けども関係人口のほうで地域づくりをしていったらどうかというふうに

私は捉えます。 

 そのためには、国のほうも地方創生に数値目標というのを掲げて設定

する。数値の目標のテーマに関係人口を取り上げて、具体的には、これ

は昔の反省かも分かりませんが、10年前に始まった地方創生、もちろん

石破さんも絡んでいたと思うんですが、地方創生では、東京一極集中是

正、あるいは人口減少に歯止めをかける移住施策を重視してきたという

ことでございますが、実は今回のこの更新案にある基本構想。地方創生

2.0では移住施策の文言がなくなったそうです。それで人口減少を正面

から受け止めて、それから上で施策を展開するとして関係人口を重視す

るということだそうでございます。これはあくまでも国の見解なんです

ね。 

 さらには、今後考える参考例として、地方創生2.0の方針を議論する

新しい地方経済生活環境創生会議というのがあって、その座長があの有

名な増田寛也氏、今は日本郵政社長になっておられる。変わっちゃった

んですか。私が調べたのではそうなっておりましたが、その人が話され

るのが、基本構想の鍵は関係人口であり、今後は人口減少を前提に、農

村の再生や経済向上を目指す必要があるとされているそうです。そして、

なおかつ関係人口を広げる狙いは何ですかという問いに対しては、首都

圏から地方への人の流れを太くする必要がある。ふるさと住民登録制度

では、関係人口に対し公的な証明を出す。ハードルはあっても、将来的

には制度にひも付けることを視野に入れるべきだと。この点は、でもま

だまだ議論していかなきゃいけないですよと。でも、そういう、この先

生も考えを持っておられるということです。 
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 最後に言ったような、これを大きなくくりで言いますと、冒頭に申し

ましたように、関係人口の創出拡大、これは何よりも人口減少対策の一

つ、大きなくくりで言えば。だけど、その中には空き家対策があったり、

いろんな地域の活動の支援があったりということなので、ぜひともこの

ことを念頭に入れながら今後の施策展開を図っていただきたいというこ

とを最後に質問させていただきます。答弁のほう、よろしくお願いいた

します。 

○石 飛 議 長  答弁を求めます。 

 藤本市長。 

○藤 本 市 長  最後の質問ということでお答えさせていただきます。 

 先ほど紹介いただいたように、この間ずっと東京の一極集中打破とい

う移住施策にかじを切っておったのが、これがうまくいかないという方

向変換がこの関係人口が最近叫ばれ出した理由だと思います。もう東京

におる人を地方に移住させるのではなく、そこにおりながら地域を応援

するということでの、ふるさとの二地域居住とか、全てそこから発信す

ることだと思います。 

 ですから、もうそういうふうに国もかじを切り替えましたので、地方

のほうもそのかじに乗っかって、そういった国の出してくる様々なメニ

ューを有効に活用しながら、今度はそういう、住民にはならないけども、

そういった交流をする中で地域を支えてもらうというまちづくりにかじ

を切る必要があるんだろうと思います。 

 そういった意味で、今いろいろ御提案いただいたことも重々承知して

おりますので、しっかりと情報を取りながら前に進めていきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○石 飛 議 長  以上で答弁を終わります。 

 秋田議員。 

○秋 田 議 員  以上で、私の一般質問を終わります。 

○石 飛 議 長  以上で、秋田議員の質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は全て終了いたしました。 

 次回は、6月16日、午前10時に再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。御苦労さまでした。 

～～～～～～～～◯～～～～～～～～ 

午後 ４時１１分 散会 
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